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添付資料４ 

島根原子力発電所２号炉 

隣接火災区域への火災伝播評価結果 

1. 概要

全ての火災区域について，隣接火災区域への火災影響の有無を確認するため火

災伝播評価を実施した。 

2. 前提条件

火災伝播評価においては，火災の影響軽減対策（３時間以上の耐火性能を有す

る耐火壁又は隔壁等による分離）の実施を前提として，火災の伝播の有無を評価

する。（８条-別添１-資料７参照） 

3. 評価

全ての火災区域において，隣接する火災区域を抽出し，一次スクリーニングの

概要フローに従い，火災伝播評価を実施した。 

火災伝播“無”となった火災区域については，二次スクリーニングで「隣接火

災区域に影響を与えない火災区域の火災影響評価」を実施し，火災伝播“有”と

なった隣接火災区域については，二次スクリーニングで「隣接火災区域に影響を

与える火災区域の火災影響評価」を実施する。 
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参考資料１ 

島根原子力発電所２号炉における 

火災により想定される事象の確認結果 

島根２号炉では，内部火災の影響軽減対策として，原子炉の安全停止を達成し，維

持するために必要な系統は，内部火災によって同時に機能が喪失しないように系統分

離等の対策を講じており，安全停止パスを確保することとしている。 

その上で，内部火災により原子炉に外乱が及ぶ場合について重畳事象も含め，どの

ような事象が起こる可能性があるかを分析し，発生する事象に対して単一故障を想定

した場合においても収束が可能であるか，また，低温停止が可能であるかについて解

析的に確認を行った。 

以下に，事象の抽出プロセス，解析前提条件及び解析結果を示す。 

1. 想定される事象の評価プロセス

1.1. 評価前提 

次の事項を前提とし，評価を行うこととする。 

・内部火災発生時において原子炉の安全停止に必要な機能は，内部火災が発生し

た場合においても維持される。

・原子炉建物（以下「R/B」という。）又はタービン建物（以下「T/B」という。）

において内部火災が発生を想定した場合，原子炉の安全停止に必要な機器は，

その機能が維持されることを確認していることから，これ以外の機器は全て機

能喪失すると仮定する。

・R/B又は T/B において発生した内部火災は，当該の建物以外に影響を及ぼさな

い。

・中央制御室における火災については，火災感知器による早期検知，消火設備に

よる初期消火及び運転員操作によるプラント停止が期待でき，火災の影響は１

区分内に限定されるため，中央制御室が位置する制御建物については，検討対

象外とする。※

※：中央制御室において発生した火災については，早期検知，消火が可能であり，過

渡事象が発生するような状況まで事象が進展することは考え難い。また，火災に

よりケーブル等が損傷すれば，電源断となりフェイルセーフによりスクラムする

ことが考えられ，スクラムしない事象が発生することは考え難い。 

1.2. 抽出プロセスの考え方 

内部火災に起因して様々な機器の故障や誤動作に伴う外乱の発生が想定され，ま

た，いくつかの外乱が同時に発生することも考えられる。 

しかしながら，内部火災に対する原子炉の安全停止に必要な機器等以外の常用系

等の設備に対しては，網羅的にそれらの配置を整理し，詳細に火災影響を分析する
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ことが困難であることから，R/B 及び T/B で内部火災により発生すると考えられる

外乱及び故障の抽出を行い，抽出された故障について厳しくなるものを代表事象と

して選定した。また，代表事象に対して，重畳することも勘案し分析を行った。な

お，全ての起因事象の重畳を定量的に評価することは現実的ではないことから，事

象の単独発生時の事象進展の特徴から，重畳した場合の事象進展を定性的に推定し，

より厳しい評価結果となり得る組み合わせについて，収束が可能であるかについて

解析的に評価を行った。 

以下に，想定される事象の抽出プロセス及び各ステップの手順を示す。（第 1-1

図） 

【ステップ１】 

評価事象を網羅的に抽出するため，『発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関

する審査指針』（以下「安全評価審査指針」という。）の評価事象の選定方法に従

い，原子炉に有意な影響を与える主要な要因を抽出する。（第 2-1図） 

【ステップ２】 

原子炉に有意な影響を与える主要な要因を誘発する故障を抽出する。（第 2-1

図） 

【ステップ３】 

ステップ２で抽出した故障が発生し得る火災区域を分析する。ここでは，常用

系設備等の火災防護対象設備に該当しない設備は，火災影響を受ける可能性があ

ると仮定する。その際，R/B 及び T/B の一方の建物における火災の影響は他方の

建物に及ばないとする。（第 2-1図） 

【ステップ４】 

ステップ２及びステップ３での分析を踏まえ，各建物で発生する代表事象とし

て扱う事象を特定する。代表事象の特定にあたっては，火災影響により発生する

可能性のある事象の中から最も厳しい事象を想定する。（例えば，原子炉再循環

ポンプ（以下「再循環ポンプ」という。）のトリップについては，火災の規模に

より１台トリップから全台トリップまで考えられるが，最も厳しくなる全台トリ

ップを想定する。）（第 2-1図） 

【ステップ５】 

各建物で発生する代表事象の解析結果等を踏まえ，代表事象の組み合わせ毎に，

重畳を考慮した場合にプラントに与える影響が厳しくなるか否かの分析を行い，

解析の要否を整理する。 

【ステップ６】 

各建物での内部火災の発生を想定した場合においても動作を期待できる緩和

系を確認する。 

【ステップ７】 

安全評価審査指針に従い，原子炉停止機能，炉心冷却機能及び放射能閉じ込め

機能に単一故障を想定する。 

なお，ここでは，内部火災により火災影響を受ける設備※が機能喪失している



 

8条-別添 1-資料 10-参考 1-3 

ことを前提に，火災影響を受けない火災区域にある設備に単一故障を更に重ねる。 

※：「資料 10 島根原子力発電所２号炉における内部火災影響評価について」に

て評価された設備の機能喪失が発生することを前提としている。 

【ステップ８】  

ステップ７までの分析結果等を踏まえ，抽出した事象の解析を実施し，事象の

収束ができることを確認する。
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第 1-1図 評価プロセス 

「安全評価審査指針」の評価事象の選定方法に従い，原子

炉に有意な影響を与える主要な要因を抽出(第 2-1図) 

主要な要因に対応する故障モードを抽出(第 2-1図) 

抽出された故障が各建物において 

発生し得るかを分析(第 2-1 図) 

各建物について，分析結果を踏まえ代表事象を選定 

(第 2-1図) 

代表事象の重畳を抽出 

（結果を厳しくする事象の組み合わせ（本文 3項参照）） 

内部火災発生時においても動作を期待できる 

緩和系の確認(第 4-6表) 

事象毎に単一故障想定を割り当てる(第 5-2表) 

解析実施（本文 6項参照） 

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

ステップ５

ステップ６

ステップ７

ステップ８
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2. 代表事象の抽出【ステップ１，２，３，４】

安全評価審査指針の評価事象の選定方法に従い，原子炉に有意な影響を与える主

要な要因及びその要因に対する故障の抽出結果を第 2-1 図に示す。また，同図にお

いて，抽出した故障が，R/B及び T/Bにおいて発生し得るかを分析し，各建物におい

て抽出した代表事象を示す。 

第 2-1図において抽出された，R/B及び T/Bにおける内部火災により発生する可能

性のある代表事象を第 2-1表に示す。 

第 2-1表 抽出された代表事象 

抽出された代表事象 R／B T／B 

原子炉冷却材の停止ループの誤起動 ○ － 

原子炉冷却材流量の喪失 ○ ○ 

原子炉冷却材流量制御系の誤動作 ○ － 

給水流量の全喪失＋タービントリップ ○ － 

主蒸気隔離弁の誤閉止 ○ ○ 

逃がし弁開放 ○ － 

給水制御系の故障（流量減少） ○ －※１ 

給水制御系の故障※２ ○ ○ 

HPCSの誤起動 ○ － 

RCICの誤起動 ○ － 

給水加熱喪失 － ○ 

負荷の喪失 － ○ 

原子炉圧力制御系の故障 － ○ 

給水流量の全喪失 － ○ 

※１：T/Bではより厳しい給水流量の全喪失を想定

※２：原子炉給水制御系の故障により，給水流量が増加する事象は，原子炉設置変更

許可申請書に倣い，単に「給水制御系の故障」という。 
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3. 重畳を考慮した内部火災影響評価事象の抽出【ステップ５】

3.1. 重畳を考慮すべき事象の分析 

2項にて抽出した R/B及び T/Bにおける内部火災により発生する可能性のある代

表事象について，重畳を考慮した場合に，事象を厳しくする可能性について検討し

た。結果について第 3-1表及び第 3-2表に示す。 

重畳を考慮すべき事象として抽出された代表事象の概要を第 3-3表に示す。 

第 3-1表 R/Bにおける抽出事象及び重畳考慮の要否 

抽出された代表事象 重畳 重畳を考慮しない理由※１ 

Ⅰ 原子炉冷却材の停止ループの誤起動 ― 
部分出力状態での発生事象で

あり重畳による影響が小さい 

Ⅱ 原子炉冷却材流量の喪失 ― ① 

Ⅲ 原子炉冷却材流量制御系の誤動作 考慮 ― 

Ⅳ 給水流量の全喪失＋タービントリップ 考慮 ― 

Ⅴ 主蒸気隔離弁の誤閉止 考慮 ― 

Ⅵ 逃がし弁開放 ― ② 

Ⅶ 給水制御系の故障（流量減少） ― ③ 

Ⅷ 給水制御系の故障 考慮 ― 

Ⅸ HPCSの誤起動 ― 
②（上部プレナムへの注水で

蒸気が凝縮し圧力が低下） 

Ⅹ RCICの誤起動 考慮 ― 

第 3-2表 T/Bにおける抽出事象及び重畳考慮の要否 

抽出された代表事象 重畳 重畳を考慮しない理由※１ 

Ⅰ 給水加熱喪失 考慮 ― 

Ⅱ 原子炉冷却材流量の喪失 ― ① 

Ⅲ 負荷の喪失 考慮 ― 

Ⅳ 主蒸気隔離弁の誤閉止 考慮 ― 

Ⅴ 原子炉圧力制御系の故障 ― ② 

Ⅵ 給水流量の全喪失 ― ③ 

Ⅶ 給水制御系の故障 考慮 ― 

※１：重畳を考慮しない理由

① 再循環流量が減少する事象は，BWR-5では再循環ポンプの慣性が大きく，炉心流量の減少に

よる炉心の冷却能力低下に対し，原子炉出力の減少が早めに作用するため，重畳しても結

果は厳しくならない。

② 圧力が低下する事象は重畳しても結果は厳しくならない。

③ 出力が低下する事象は重畳しても結果は厳しくならない。
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第 3-3表 抽出された代表事象の概要  

抽出事象 概要 

原子炉冷却材流量制御
系の誤動作 

原子炉の出力運転中に，再循環流量制御系の誤動作により，再循環流
量（炉心流量）が増加し，原子炉出力が上昇する事象。 

給水流量の全喪失＋ 
タービントリップ 

原子炉の出力運転中に，原子炉水位高（レベル８）信号の誤発生によ
り，タービンがトリップするとともに，原子炉給水ポンプがトリップ
する事象。 

主蒸気隔離弁の誤閉止 
原子炉の出力運転中に，主蒸気隔離弁が誤閉止し，原子炉圧力が上昇
する事象。 

給水制御系の故障 
原子炉の出力運転中に，給水流量が急激に増加し，炉心入口サブクー
リングが増加して，原子炉出力が上昇する事象。 

RCICの誤起動 
原子炉の出力運転中に，RCIC が誤起動し，炉心入口サブクーリングが
増加して，原子炉出力が上昇する事象。 

給水加熱喪失 
原子炉の出力運転中に，給水加熱器への蒸気流量が喪失して，給水温
度が徐々に低下し，炉心入口サブクーリングが増加して，原子炉出力
が上昇する事象。 

負荷の喪失 
原子炉の出力運転中に，発電機負荷遮断により蒸気加減弁が急速に閉
止し，原子炉圧力が上昇する事象。 

 

 

3.2. 抽出事象に対する重畳の分析結果 

3.1 項で抽出した重畳を考慮した場合に事象を厳しくする可能性のある事象につ

いて，スクラムのタイミング等のプラント挙動について整理し，これらの観点から，

重畳の組み合わせを考慮した場合に事象を厳しくする可能性があるかについて，更

なる検討を行う。 

この検討においては，２つの事象の組み合わせについて，重畳を考慮したとして

もどちらか１つの事象に包絡される，重畳を考慮した場合には厳しい評価となる可

能性がある，又は，重畳を考慮しない（単独の事象）方が厳しい評価となるかにつ

いて，定性的に評価を行う。 

なお，重畳を考慮した場合に厳しくなる事象の組み合わせが複数同定される場合

には，更なる重畳を検討することが必要となるが，次に示すとおり，厳しくなる組

み合わせが２つ以上はなかったことから，３つ以上の事象の重畳についても２つの

事象の重畳に包含されることを確認した。 
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(1) R/Bにおける代表事象の重畳

第 3-1 表に抽出された事象について，スクラムのタイミング等のプラント挙

動について整理した結果を第 3-4表に示す。 

「給水流量の全喪失＋タービントリップ」，「主蒸気隔離弁の誤閉止」及び「給

水制御系の故障」は，いずれも主要弁の閉止を伴う圧力上昇事象である。 

これらの事象のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」は，タービン・バイパス弁に

期待することができないため，圧力上昇の観点では最も厳しい事象となる。ま

た，出力上昇の観点では，スクラムタイミングの遅い「給水制御系の故障」が

最も厳しい事象となる。 

「原子炉冷却材流量制御系の誤動作」は，出力ピークが最も高くなるものの，

初期状態が部分出力状態であること及び燃料の熱伝達遅れのため，炉心平均表

面熱流束の観点からは厳しい事象とならない。 

なお，「RCIC の誤起動」による注水流量の増加分は，「給水制御系の故障」に

よる流量増加分と比べると少ないため，結果に大きな影響はない。 

上記を踏まえ，重畳を考慮した場合について検討した結果を第 3-6表に示す。

本表のとおり，事象の重畳が厳しい結果を与えることはない。 

以上のことから，R/Bにおける内部火災を想定した場合の代表事象は，「給水

制御系の故障」及び「主蒸気隔離弁の誤閉止」とする。 

(2) T/Bにおける代表事象の重畳

第 3-2 表に抽出した事象について，スクラムのタイミング等のプラント挙動

について整理した結果を第 3-5表に示す。 

出力上昇の観点から，スクラムタイミングの遅い「給水加熱喪失」が最も厳

しい結果を与える。また，第 3-7表に示すとおり，「給水加熱喪失」と「給水制

御系の故障」は事象開始時に同時に発生すると，タービントリップ時の出力が

高めになるため，その他の事象に比べて厳しい結果になると考えられる。 

なお，後述のとおり，タービン建物における内部火災ではタービン・バイパ

ス弁に期待できないことを考慮すると，「負荷の喪失」は他の単独事象に比べて

厳しい事象となるが，「給水制御系の故障＋給水加熱喪失」の重畳事象はスクラ

ム時点での原子炉出力が「負荷の喪失」よりも高くなることから，「負荷の喪失」

よりも厳しい結果となると考えられる。 

以上のことから，T/Bにおける内部火災を想定した場合の代表事象は，「給水

制御系の故障＋給水加熱喪失」の重畳事象とする。 
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第
3-
4
表

 
想
定
さ
れ
る
代
表
事
象
（
単
独
事
象
）
の
解
析
結
果
（
R/
B
火
災
発
生
時
を
想
定
）
 

ス
ク
ラ
ム

事
象
発
生
時
の
影
響

 
事
象
発
生
後
の
出
力
／

 

圧
力
の
ピ
ー
ク
値

 
備
考

 

出
力

 
炉
心
流
量

 

Ⅲ
 
原

子
炉

冷
却

材
流

量
制

御

系
の
誤
動
作

 

中
性
子
束
高

 

(
約

3.
5
秒
後

) 

炉
心

流
量

増
加

に
伴

う

ボ
イ

ド
率

減
少

に
よ

り

出
力
増
加

 

増
加

 
出
力
：
約

2
07

% 

表
面
熱
流
束
：
約

7
4%
 

圧
力
：
約

6
.6
8
MP
a
[g
a
ge
] 

初
期

条
件

：
定

格
出

力
の

5
7
%
，

定
格

炉
心

流
量

の

3
9
%で

の
解
析

 

Ⅳ
 
給

水
流

量
の

全
喪

失
＋

タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
(
原

子
炉

水

位
高

(
レ
ベ
ル

8
)誤

信
号

)
※
 

主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(約
0.
1
秒

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

2
台

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

に
よ
り
低
下

 

出
力
：
約

1
18
% 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

超

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.0

9
MP
a
[g
a
ge
]
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不

作
動
時
は
出
力
約

3
69
%
，，

表
面
熱

流
束

約
1
2
2%

，
圧

力
約

8
.
29
M
Pa
[
ga
g
e]
 

Ⅴ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止

 
主
蒸
気
隔
離
弁
閉

 

(
約

0.
3
秒
後

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
初
期
値
を
超
え
な
い

 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

超

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.9
9
MP
a
[g
a
ge
] 

Ⅷ
 給

水
制
御
系
の
故
障

 
主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(
原

子
炉

水
位

高
→

タ
ー

ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
→

) 

(
約

9.
1
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

(
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
と

同
時
に

2
台
ポ
ン
プ
ト
リ

ッ
プ
に
よ
り
低
下

) 

出
力
：
約

1
15

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
11
% 

圧
力
：
約

7
.1

9
MP
a
[g
a
ge
] 

Ⅹ
 
RC
I
C
の
誤
起
動
 

R
C
IC

誤
起
動

に
伴
う
給
水
流
量
の
増
加
は

2
%程

度
で
あ
り
，
給
水
制
御
系
の
故
障
時
の
流
量
増
加
分

(
36
%
)と

比
べ
る
と
影
響
は
小
さ
い
た
め
，

重
畳
を
考
慮
し
な
い

 

※
：
給
水
流
量
の
全
喪
失
は
，
事
象
発
生
後
約

7
秒
で
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
に
至
る
。
事
象
進
展
が
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
比
べ
て
緩
や
か
な
事
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ
プ
の
評
価
で
代
表
で
き
る
。（

出
力
／
圧
力
ピ
ー
ク
値
の
記
載
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
と
ほ
ぼ
同
等
の
負
荷
の
喪
失
の
解
析
結
果
）
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第
3
-5

表
 
想
定
さ
れ
る
代
表
事
象
（
単
独
事
象
）
の
解
析
結
果
（

T/
B
火
災
発
生
時
を
想
定
）
 

 

 

ス
ク
ラ
ム

 

事
象
発
生
時
の
影
響

 
事
象
発
生
後
の
出
力
／

 

圧
力
の
ピ
ー
ク
値

 
備
考

 

出
力

 
炉
心
流
量

 

Ⅰ
 給

水
加
熱
喪
失

※
 

中
性

子
束

高
(
熱

流
束

相
当
) 

(
約

89
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
約

1
23

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
21
% 

圧
力
：
約

7
.1
2
MP
a
[g
a
ge
] 

 

Ⅲ
 負

荷
の
喪
失

 
―
 

(
フ

ル
バ

イ
パ

ス
プ

ラ
ン

ト
の
た
め

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

2
台

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

に
よ
り
低
下

 

出
力
：
約

1
18
% 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

超

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.0

9
MP
a
[g
a
ge
]
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不

作
動
時
は
出
力
約

3
69
%
，，

表
面
熱

流
束

約
1
2
2%

，
圧

力
約

8
.
29
M
Pa
[
ga
g
e]
 

Ⅳ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止

 
主
蒸
気
隔
離
弁
閉

 

(
約

0.
3
秒
後

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
初
期
値
を
超
え
な
い

 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

超

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.9
9
MP
a
[g
a
ge
] 

 

Ⅶ
 給

水
制
御
系
の
故
障

 
主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(
原

子
炉

水
位

高
→

タ
ー

ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
→

) 

(
約

9.
1
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

(
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
と

同
時
に

2
台
ポ
ン
プ
ト
リ

ッ
プ
に
よ
り
低
下

) 

出
力
：
約

1
15

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
11
% 

圧
力
：
約

7
.1

9
MP
a
[g
a
ge
] 

 

※
：
給
水
加
熱
器

1
段
の
喪
失
を
想
定
。
複
数
段
の
機
能
喪
失
時
に
は
，
炉
心
入
口
サ
ブ
ク
ー
ル
の
増
加
量
が
大
き
く
な
り
，
ス
ク
ラ
ム
時
刻
は
早
く
な
る
が
，
ス
ク
ラ

ム
す
る
出
力
点

は
変
わ
ら
ず
，
ス
ク
ラ
ム
後
の
評
価
は
同
様
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
3-
6
表
 
重
畳
事
象
の
分
析
（

R/
B
火
災
発
生
時
）
 

Ⅲ
 原

子
炉
冷
却
材
流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

Ⅳ
 給

水
流
量
の
全
喪
失
 

＋
 

タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ

Ⅴ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止
 

Ⅷ
 給

水
制
御
系
の
故
障
 

Ⅲ
 原

子
炉
冷

却
材
流
量
制
御

系
の
誤
動
作
 

―
 

×
 

×
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅲ
が
出
力
上
昇
の

観
点
か
ら
は
厳
し
い
が
，
Ⅳ
は
圧
力
上
昇
の
観
点
で

厳
し
く
プ
ラ
ン
ト
挙
動
と
し
て
は
影
響
が
大
き
い
。
 

重
畳
事
象
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
よ
り
直
ち
に

ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅳ
に
よ
り

代
表
で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅳ
】
 

隔
離
弁
が
閉
止
す
る
Ⅴ
が
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら

厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
Ⅴ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た

め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅴ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

 

【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅷ
の
方
が
出
力
上
昇

並
び
に
圧
力
上
昇
が
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
，
Ⅲ
に
伴
う
中
性
子
束
上
昇
に
よ
り
短
時

間
で
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅷ
に
よ

り
代
表
で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅷ
】
 

Ⅳ
 給

水
流
量

の
全
喪
失
＋
タ

ー
ビ
ン
ト
リ
ッ

プ
 

―
 

―
 

×
 

×
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
が
期
待
で
き
な
い
Ⅴ
が
圧

力
上
昇
の
観
点
か
ら
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら
，
単
独
事
象
で

あ
る
Ⅴ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 

（
給
水
流
量
の
全
喪
失
と
給
水
制
御
系
の
故
障
は
相

反
す
る
事
象
の
た
め
，
重
畳
し
な
い
。）

 

Ⅴ
 主

蒸
気
隔

離
弁
の
誤
閉
止
 

―
 

―
 

―
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅷ
の
方
が
出
力
上
昇

が
厳
し
く
な
る
が
，
本
プ
ラ
ン
ト
は
フ
ル
バ
イ
パ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
た
め
，
そ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。
一
方
，

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
が
期
待
で
き
な
い
Ⅴ
の
方
が

原
子
炉
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
Ⅴ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，

圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら
は
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅴ
，
出
力

の
観
点
か
ら
は
Ⅷ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 
【
抽
出
事
象
：
Ⅷ
】
 

Ⅷ
 給

水
制
御

系
の
故
障
 

―
 

―
 

―
 

―
 

（
○
：
重
畳
事
象
が
厳
し
い
 
×
：
単
独
事
象
が
厳
し
い
）
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第
3-
7
表
 
重
畳
事
象
の
分
析
（

T/
B
火
災
発
生
時
）
 

Ⅰ
 給

水
加
熱
喪
失
 

Ⅲ
 負

荷
の
喪
失
 

Ⅳ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止
 

Ⅶ
 給

水
制
御
系
の
故
障
 

Ⅰ
 
給

水
加

熱
喪
失
 

―
 

×
 

×
 

○
 

T
/B

で
の
Ⅲ
で
は
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不
作
動

を
仮
定
す
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
全
体
に
及
ぼ
す
影
響

は
Ⅲ
の
方
が
大
き
く
な
る
。
 

重
畳
事
象
は
負
荷
の
喪
失
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

不
作
動
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独

事
象
で
あ
る
Ⅲ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。
 

【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅰ
が
出
力
上
昇

の
観
点
で
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
Ⅳ
を
仮
定
す
る
と
直
ち
に
ス
ク
ラ

ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅰ
に
よ
り
代
表

で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅰ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅰ
が
出
力
上
昇
の

観
点
で
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
時
の
出
力
が
高

め
に
な
る
た
め
，
Ⅰ
が
単
独
で
発
生
し
た
場
合
よ
り

も
厳
し
い
事
象
と
な
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅰ
＋
Ⅶ
】
 

Ⅲ
 
負

荷
の

喪
失
 

―
 

―
 

×
 

×
 

弁
の
閉
止
速
度
の
速
い
Ⅲ
が
出
力
上
昇
の
観
点

で
厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
弁
の
閉
止
速
度
が
速
い
Ⅲ
に
よ
り

代
表
で
き
る
。
 

【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

T
/B

で
の
Ⅲ
で
は
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不
作
動

を
仮
定
す
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
全
体
に
及
ぼ
す
影
響

は
Ⅲ
の
方
が
大
き
く
な
る
。
 

重
畳
事
象
は
負
荷
の
喪
失
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

不
作
動
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独

事
象
で
あ
る
Ⅲ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

 

【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

Ⅳ
 
主

蒸
気

隔
離

弁
の

誤
閉
止
 

―
 

―
 

―
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅶ
の
方
が
出
力
上

昇
の
観
点
か
ら
厳
し
い
。

重
畳
事
象
は
，
Ⅳ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た

め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅶ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

【
抽
出
事
象
：
Ⅶ
】
 

Ⅶ
 
給

水
制

御
系
の
故
障
 

―
 

―
 

―
 

―
 

（
○
：
重
畳
事
象
が
厳
し
い
 
×
：
単
独
事
象
が
厳
し
い
）
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4. 内部火災発生時に期待できる緩和系の整理【ステップ６】

4.1. 内部火災による緩和設備に対する機能維持状態 

除熱機能の２区分のうち，１区分は機能を維持するよう対策を実施しているものの，

「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時に残留熱除去系（原

子炉停止時冷却モード）又はフィードアンドブリード（以下「残留熱除去系等」とい

う。）による除熱機能が喪失した場合，さらに，単一故障を想定すると，除熱機能が

喪失する可能性がある。 

このため，残留熱除去系等の制御系から実際の機器配置場所までを以下の区画及び

建物を対象に調査することで「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発

生と同時に除熱機能が喪失する状況にあるかについて系統分離の考え方とともに網

羅的に確認した。 

(1) 中央制御室及び補助盤室

(2) 非常用電気室

(3) ケーブル処理室

(4) 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室

(5) 建物内（R/B,T/B,Rw/B）及び海水ポンプエリア
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(1) 中央制御室及び補助盤室

a. 中央制御室及び補助盤室における火災防護上の設計の考え方

 中央制御室及び補助盤室の制御盤は，スイッチ，配線等の構成部品に単一

火災を想定しても，近接する他構成部品に影響が波及しないことを確認し

た実証試験の知見に基づく分離設計を行っているため，制御盤間の延焼が

生じることはない。

 火災により中央制御室及び補助盤室の制御盤 1 区画の安全機能が喪失した

としても，他区画の制御盤の運転操作及び現場操作により，原子炉の高温

停止及び低温停止を達成し，維持できる。

 中央制御室には運転員が常駐していることから火災の早期感知・消火が可

能であるため，制御盤にて火災が発生した場合であっても火災による影響

は限定的である。なお，補助盤室には全域ガス消火設備を設置する。

第 4-1 図,第 4-2 図において，中央制御室及び補助盤室の残留熱除去系等関

連制御盤の配置状況を示す。 

第 4-1図 残留熱除去系等関連制御盤の配置状況（中央制御室） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 4-2図 残留熱除去系等関連制御盤の配置状況（補助盤室） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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b. 中央制御室及び補助盤室の火災による残留熱除去系等への影響

中央制御室及び補助盤室における単一火災において，「運転時の異常な過渡

変化」又は「設計基準事故」の発生と残留熱除去系等の機能喪失（操作手段の

一部喪失）の関係について整理した。第 4-1表に整理結果を示す。また，各盤

における火災により，発生の可能性のある故障について第 4-2表に示す。 

評価の結果，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同

時に残留熱除去系等の操作手段が一部喪失する事象があることを確認した。 

このため，以下に示す他の操作手段により，残留熱除去系等の機能維持が可

能であることを確認した。 

(a)RSS盤による RSS操作への切換え

中央制御室及び補助盤室における単一火災において，残留熱除去系等の操

作手段が一部喪失した場合においても，RSS 操作への切換えを行うことによ

り，RSS 盤室において残留熱除去系等を操作可能である。

例えば，「B-RHR ポンプ操作スイッチ」が使用できなくなる場合において

も，現場の機器は健全であることから，RSS 盤において，「中央」から「RSP」

に操作を切り替えることで，残留熱除去系等により，原子炉の低温停止が可

能である。 

(b)「他の中央制御室及び補助盤室の制御盤でのジャンパ／リフト対応」，「現場

MCC等電気盤におけるジャンパ／リフト対応」による信号入力 

(a)と同様に中央制御室及び補助盤室の制御盤を使用した残留熱除去系等

の操作ができない場合においても，「他の中央制御室及び補助室の制御盤で

のジャンパ／リフト対応」，「現場 MCC等電気盤におけるジャンパ／リフト対

応」による信号入力が可能である。 

例えば，「B-RHR ポンプ操作スイッチ」が使用できない場合においても，

当該制御盤ではなく，非常用電気室にて起動指令をジャンパすることで

B-RHRポンプを起動可能である。

「現場 MCC等電気盤におけるジャンパ／リフト対応による信号入力」の例

を第 4-3 図に示す。 

以上より，中央制御室及び補助盤室における単一火災において，単一故障を想定し

た場合においても残留熱除去系等により，原子炉の低温停止が可能であることを確認

した。 
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第 4-1表 中央制御室及び補助盤室の火災により発生する事象と 

残留熱除去系等への影響確認結果 

場所 盤番号 
起因となる 

故障 

発生の可能性が 

ある事象 

残留熱除去系等 

関連機器 

残留熱除去系等 

への影響 
備考 

C-4F-01

2-903
HPCSの誤起動 

RCICの誤起動 等 

HPCSの誤起動 

RCICの誤起動 等 

低圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系 等 

中央制御室での操

作ができない可能

性あり 

※ａ．又はｂ．に

より，対応可能

2-904-

1

RCICの誤起動 

逃がし弁開指令誤

発生 等 

RCICの誤起動 

逃がし弁開放 等 

残留熱除去系 

原子炉補機冷却系等 

2-908

予備給復水ポンプ

の誤起動 

原子炉給水ポンプ

のトリップ 

給水制御系の故障 

給水流量の全喪失 

非常用ディーゼル機

関 

RW-1F-05 

2-946A

予備給復水ポンプ

の誤起動 

タービン・バイパ

ス弁誤解放 等

給水制御系の故障 

原子炉圧力制御系

の故障 等 

非常用電源系 

補助盤室での操作

ができない可能性

あり 

2-920A

予備給復水ポンプ

の誤起動 

RCICの誤起動 等 

給水制御系の故障 

RCICの誤起動 等 

低圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系 等 

2-970A
逃がし弁開指令誤

発生 
逃がし弁開放 主蒸気逃がし安全弁 

2-970B
逃がし弁開指令誤

発生 
逃がし弁開放 主蒸気逃がし安全弁 

2-920B

予備給復水ポンプ

の誤起動 

原子炉給水ポンプ

のトリップ 

給水制御系の故障 

給水流量の全喪失 
残留熱除去系 

※：ａ．RSS盤による RSS操作への切換え 

 ｂ．「他の中央制御室及び補助盤の制御盤でのジャンパ／リフト対応」，「現場

MCC等電気盤におけるジャンパ／リフト対応」による信号入力 
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第 4-2表 残留熱除去系等関連盤と発生の可能性のある 

「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の整理結果 
残留熱除去系等の関連盤 

安
全
設
備

制
御
盤

 

原
子
炉
補

機
制
御

盤
 

所
内
電
気

盤
 

空
調
換
気

制
御
系

 

A-
電
気
保

護
継
電

器
盤

A-
中
央
分

電
盤

A-
原
子
炉

補
助
継

電
器
盤

A-
RH
R
・
L
PC
S
継
電
器

盤

A-
自
動
減

圧
継
電

器
盤

B-
中
央
分

電
盤

B-
自
動
減

圧
継
電

器
盤

B・
C-

RH
R
継

電
器
盤

 

B-
原
子
炉

補
助
継

電
器
盤

原子炉に有意な影響を与える主要な要因（BWR） 要因に対応する故障 

2-
90
3

2-
90
4-

1
 

2-
90
8

2-
92
9-

1
 

2-
94
6A

2-
96
1A

2-
97
1A

2-
92
0A

2-
97
0A

2-
96
1B

2-
97
0B

2-
92
0B

2-
97
1B

炉心内の反応度
又は出力分布の
異常な変化 

再循環ポンプ速度の増加 
速度制御器増加要求信号誤発生 
主制御器増加要求信号誤発生 

給水温度の低下 抽気逆止弁の誤閉止 

給水流量の増加 
原子炉給水制御系増信号誤発生 
予備給復水ポンプの誤起動 ○ ○ ○ ○ 

ECCS 等の誤起動 
HPCS の誤起動 ○ 

RCIC の誤起動 ○ ○ ○ 

再循環ループの誤起動 再循環ポンプの誤起動 

弁の閉止 
蒸気加減弁閉止 
主蒸気止め弁閉止 
主蒸気隔離弁閉信号誤発生 ○ 

自由空間体積の減少 
原子炉給水制御系増信号誤発生 
予備給復水ポンプの誤起動 ○ ○ ○ ○ 

炉心内の熱発生
又は熱除去の異
常な変化 

給水温度の低下 抽気逆止弁の誤閉止 

給水流量の増加 
原子炉給水制御系増信号誤発生 
予備給復水ポンプの誤起動 ○ ○ ○ ○ 

弁の開放 

逃がし弁開指令誤発生 ○ ○ ○ 

蒸気加減弁開信号誤発生 
圧力制御装置最大出力信号誤発生 
タービン・バイパス弁の誤開放 ○ 

ECCS 等の誤起動 
HPCS の誤起動 ○ 

RCIC の誤起動 ○ ○ ○ 

再循環ループの誤起動 再循環ポンプの誤起動 

再循環ポンプのトリップ 
駆動電源喪失 
再循環ポンプトリップ信号誤発生 

再循環ポンプ速度の増加 
速度制御器増加要求信号誤発生 
主制御器増加要求信号誤発生 

原子炉冷却材圧
力又は原子炉冷
却材保有量の異
常な変化 

弁の閉止 
蒸気加減弁閉止 
主蒸気止め弁閉止 
主蒸気隔離弁閉信号誤発生 ○ 

自由空間体積の減少 
原子炉給水制御系増信号誤発生 
予備給復水ポンプの誤起動 ○ ○ ○ ○ 

弁の開放 

逃がし弁開指令誤発生 ○ ○ ○ 

蒸気加減弁開信号誤発生 
圧力制御装置最大出力信号誤発生 
タービン・バイパス弁の誤開放 ○ 

給水流量の低下 

原子炉給水ポンプのトリップ ○ ○ ○ ○ 

L8 信号誤発生 
原子炉給水制御系減信号誤発生 
復水ポンプのトリップ 
（駆動電源喪失） 

○ ○ 

給水流量の増加 
原子炉給水制御系増信号誤発生 
予備給復水ポンプの誤起動 ○ ○ ○ ○ 

ECCS 等の誤起動 
HPCS の誤起動 ○ 

RCIC の誤起動 ○ ○ ○ 

過渡事象要因と残留熱除去系等と
の重畳 
重畳有：○ 
重畳無：× 

○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × 
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第 4-3図 現場 MCC 等電気盤におけるジャンパ／リフト対応による信号入力の例 
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(2) 非常用電気室

a. 非常用電気室における火災防護上の設計の考え方

第 4-4図に示すとおり，非常用電気室は安全系区分ごとに分離配置されてお

り，それぞれ別の火災区域となっている。 

このことから，非常用電気室において，単一火災によって複数の区分が同時

に機能喪失することはない。 

第 4-4図 非常用電気室における分離状況 

b. 非常用電気室の火災による残留熱除去系等への影響

非常用電気室における単一火災において，「運転時の異常な過渡変化」又は「設

計基準事故」の発生と残留熱除去系等の機能喪失の関係について整理した。第

4-3図に整理結果を示す。

評価の結果，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の起因となる

系統の設備が存在する盤を抽出した。 

抽出した盤において，原子炉に有意な影響を与える主要な要因に対応する故

障を発生させるような機器として，「RCIC タービン制御盤」が抽出され，当該

機器の機能喪失により，代表事象の一つである「RCICの誤起動」が発生するこ

ととなる。しかしながら，本事象は原子炉スクラムには至らない事象であるた

め，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と残留熱除去系等

の機能喪失の重畳を考慮する必要はない。 

以上より，非常用電気室における単一火災において，単一故障を想定した場合に

おいても残留熱除去系等により，原子炉の低温停止が可能であることを確認した。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第
4-
3
表
 
非
常
用
電
気
室
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
事
象
と
残
留
熱
除
去
系
等
へ
の
影
響
確
認
結
果

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（

BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
あ

る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
１
 

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 

EC
CS

等
の
誤
起
動
 

RC
IC

の
誤
起
動
 

RC
IC

の
誤
起
動
 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
制
御
盤
 

RX
-B
2F
-2
 

B-
非
常
用
Ｄ
Ｇ
室
送
風
機

B1
-非

常
用
電
気
室
送
風
機

B2
-非

常
用
電
気
室
送
風
機

B1
-非

常
用
電
気
室
排
風
機

B2
-非

常
用
電
気
室
排
風
機

2D
-動

力
変
圧
器

2B
-D
G-
C/
C

2D
2-
R/
B-
C/
C

2D
3-
R/
B-
C/
C

非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
盤
(2
D
-L
/C
)

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
盤
(2
D-
M/
C)

B-
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
制
御
盤

○
 

本
過
渡
事
象
は
，
ス
ク
ラ
ム
し

な
い
事
象
で
あ
る
。
加
え
て
事

象
発
生
の
起
因
と
な
り
う
る
設

備
が
火
災
の
影
響
を
受
け
て
も

誤
起
動
は
起
こ
ら
な
い
。

 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除

去
の
異
常
な
変
化

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原

子
炉

冷
却

材
保

有
量

の
異

常

な
変
化

 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有
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(3)ケーブル処理室

a. ケーブル処理室における火災防護上の設計の考え方

第 4-5図に示すとおり，ケーブル処理室は安全系区分ごとに分離配置されてお

り，影響軽減対策を実施している。 

さらに，ケーブル処理室は，中央制御室及び補助盤室の制御盤フロア下に設け，

ケーブルを布設する構造であるが，中央制御室及び補助盤室の制御盤直下は狭隘

であり，互いに相違する系列の火災防護対象ケーブルは近接して布設されており，

区域による区分分離ができないことから，火災の影響軽減のための対策として，

全域ガス自動消火設備及び１時間の耐火能力を有する隔壁（耐火ラッピング）に

より分離している。 

このことから，ケーブル処理室において，単一火災によって複数の区分が同時

に機能喪失することはない。 

b. ケーブル処理室の火災による残留熱除去系等への影響

ケーブル処理室においては，「残留熱除去系等関連機器」，「運転時の異常な過

渡変化又は設計基準事故の起因となる機器」及び動力ケーブルは配置されていな

いため，ケーブル処理室において火災が発生したとしても，これらの機器は健全

である。 

また，ケーブル処理室における火災発生時においては，中央制御室及び補助盤

室の制御盤における火災発生時と同様に「現場 MCC等電気盤におけるジャンパ／

リフト対応」により信号を入力することで対応が可能である。

以上より，ケーブル処理室における単一火災において，単一故障を想定した場合

においても残留熱除去系等により，原子炉の低温停止が可能であることを確認した。 

第 4-5図 ケーブル処理室における分離状況 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(4) 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室

a. 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室における火災防護上の設計の考え方

（a）火災の感知設備

発信箇所が特定でき，異なる種類の信号を有する火災感知器を火災区域内

に設置し，火災の発生を常時監視する。 

（b）自動消火設備

当該火災区域の全域を消火範囲としたガス自動消火設備を設置する。

（c）影響軽減対策

３時間以上の耐火能力を有する耐火壁により，他の火災区域と分離する。

第 4-6図において，残留熱除去系等の関連制御盤の配置状況を示す。 

第 4-6図 残留熱除去系等関連制御盤の配置状況（RSS盤室） 

b. 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室の火災による残留熱除去系等への影響

RSS盤室における単一火災においては，中央制御室及び補助盤室の制御盤にお

ける火災発生時の対応と同様に「現場 MCC等電気盤におけるジャンパ／リフト対

応」により信号を入力することで対応が可能である。 

また，RSS 盤は，１区分のみ設置されており，RSS 盤室における火災発生時に

他区分の残留熱除去系等が機能喪失することはない。 

したがって，RSS盤室において火災が発生した場合についても安全停止上の問

題は発生しない。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 



 

8条-別添 1-資料 10-参考 1-27 

(5) 建物内（R/B,T/B,Rw/B）及び海水ポンプエリア 

a. 建物内（R/B,T/B,Rw/B）及び海水ポンプエリアにおける火災防護上の設計の考

え方 

建物内（R/B,T/B,Rw/B）及び海水ポンプエリアの各区域は，火災源となる系統

があり，また，火災影響を受ける隣接区域からの火災による影響の可能性がある

ため，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時に緩和機

能である除熱機能が喪失することがないか確認する。 

第 4-4表に残留熱除去系等による原子炉の低温停止の可否を確認する観点から，

残留熱除去系等に必要となる主要なフロント系及びサポート系を抽出した。 

第 4-7図において，火災区域の設定状況を示す。 

 

b. 建物内（R/B,T/B,Rw/B）及び海水ポンプエリアの火災による残留熱除去系等へ

の影響 

第 4-5表に火災により発生の可能性がある事象を抽出し，事象発生の起因とな

りうる設備及びその設置場所（火災区域）を整理し，火災区域における「残留熱

除去系等関連機器」の設置有無を確認することで，「運転時の異常な過渡変化」

又は「設計基準事故」の発生と同時に残留熱除去系等の機能喪失が発生すること

がなく，加えて，残留熱除去系等に単一故障を想定した場合においても，低温停

止が可能であることを確認した。 

事象発生の起因となりうる設備と「残留熱除去系等関連機器」が同一区域に存

在する場合もあるが，個別に発生する事象の詳細確認を行い，スクラムしない事

象であること，PCV 内はプラント運転中は，窒素で置換されており，火災は発生

しないこと，スクラムしても除熱機能は維持されることから，原子炉の低温停止

に対して影響はない。 

 

以上より，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時に残留熱

除去系等が機能喪失する事象がないことを確認した。この結果より，主要建物におけ

る単一火災において，単一故障を想定した場合においても残留熱除去系等により，原

子炉の低温停止が可能であることを確認した。 
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第 4-4表 残留熱除去系等のフロント系及びサポート系機器（１／４） 

系統 機器 設置場所※ 

フロント系

RHR 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 RX-ALL 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 RX-ALL 

A-RHR ﾃｽﾄ弁 RX-ALL 

B-RHR ﾃｽﾄ弁 RX-1F-1 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 RX-ALL 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 RX-B2F-1 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 RX-B2F-1 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 RX-ALL 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 RX-B2F-1 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 RX-B2F-1 

A-RHR熱交水室入口弁 RX-ALL 

B-RHR熱交水室入口弁 RX-1F-1 

A-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 RX-ALL 

B-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 RX-1F-1 

A-RHR注水弁 RX-ALL 

B-RHR注水弁 RX-1F-4 

C-RHR注水弁 RX-1F-4 

RHR炉水入口内側隔離弁 PCV 

RHR炉水入口外側隔離弁 RX-ALL 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 RX-ALL 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 RX-B2F-1 

A-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-ALL 

B-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-B2F-1 

C-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-B2F-1 

LPCS 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ入口弁 RX-ALL 

LPCS注水弁 RX-ALL 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 RX-ALL 

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ RX-ALL 

※：別添１資料 10添付１に記載の火災区域番号 
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第 4-4表 残留熱除去系等のフロント系及びサポート系機器（２／４） 

系統 機器 設置場所※ 

フロント

系
MS 

A-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

B-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

C-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

D-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

E-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

F-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

G-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

H-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

J-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

K-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

L-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

M-主蒸気逃がし安全弁 PCV 

サポート

系

RCW 

A1-DG冷却水出口弁 RX-B2F-3 

B1-DG冷却水出口弁 RX-B2F-4 

A2-DG冷却水出口弁 RX-B2F-3 

B2-DG冷却水出口弁 RX-B2F-4 

A-RHR熱交冷却水出口弁 RX-ALL 

B-RHR熱交冷却水出口弁 RX-1F-1 

A-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-B2F-9 

B-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-1F-2 

C-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-B2F-9 

D-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ RX-1F-2 

RSW 

A-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 YD-11 

B-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 YD-13 

C-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 YD-11 

D-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 YD-13 

A-RCW熱交海水出口弁 RX-B2F-9 

B-RCW熱交海水出口弁 RX-1F-2 

A-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ YD-11 

B-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ YD-13 

C-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ YD-11 

D-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ YD-13 

※：別添１資料 10添付１に記載の火災区域番号 
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第 4-4表 残留熱除去系等のフロント系及びサポート系機器（３／４） 

系統 機器 設置場所※ 

サポート

系

HVR 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 RX-ALL 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 RX-ALL 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 RX-B2F-1 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 RX-B2F-1 

HVRO 

A-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 RX-B2F-9 

B-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 RX-B2F-9 

A-非常用ＤＧ室送風機 RX-2F-2 

B-非常用ＤＧ室送風機 RX-B2F-2 

A1-非常用電気室送風機 RX-B1F-6 

A2-非常用電気室送風機 RX-B1F-6 

A1-非常用電気室排風機 RX-B1F-6 

A2-非常用電気室排風機 RX-B1F-6 

B1-非常用電気室送風機 RX-B2F-2 

B2-非常用電気室送風機 RX-B2F-2 

B1-非常用電気室排風機 RX-B2F-2 

B2-非常用電気室排風機 RX-B2F-2 

DEG 
A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 RX-B2F-3 

B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 RX-B2F-4 

電源系 

2C-動力変圧器 RX-B1F-6 

2D-動力変圧器 RX-B2F-2 

A-計装分電盤 RWB-MB1F-3 

B-計装分電盤 RWB-MB1F-2 

A-計装用無停電交流電源装置 RWB-MB1F-3 

B-計装用無停電交流電源装置 RWB-MB1F-2 

A-115V系直流盤 RWB-MB1F-3 

B-115V系直流盤 RWB-MB1F-2 

A-115V系蓄電池 RWB-MB1F-3 

B-115V系蓄電池 RWB-MB1F-2 

A-中央分電盤 RWB-1F-1 

B-中央分電盤 RWB-1F-1 

2A-DG-C/C RX-B2F-9 

2A-計装-C/C RWB-MB1F-3 

2B-DG-C/C RX-B2F-2 

2B-計装-C/C RWB-MB1F-2 

※：別添１資料 10添付１に記載の火災区域番号 
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第 4-4表 残留熱除去系等のフロント系及びサポート系機器（４／４） 

系統 機器 設置場所※ 

サポート

系
電源系 

2C1-R/B-C/C RX-B1F-6 

2C2-R/B-C/C RX-M2F-2 

2C3-R/B-C/C RX-M2F-2 

非常用ロードセンタ盤(2C-L/C) RX-B1F-6 

非常用メタクラ盤(2C-M/C) RX-B1F-6 

2D1-R/B-C/C RX-B1F-5 

2D2-R/B-C/C RX-B2F-2 

2D3-R/B-C/C RX-B2F-2 

非常用ロードセンタ盤(2D-L/C) RX-B2F-2 

非常用メタクラ盤(2D-M/C) RX-B2F-2 

安全設備制御盤 CB-3F-1 

原子炉補機制御盤 CB-3F-1 

所内電気盤 CB-3F-1 

A-RHR・LPCS継電器盤 RWB-1F-1 

B・C-RHR継電器盤 RWB-1F-1 

A-自動減圧継電器盤 RWB-1F-1 

B-自動減圧継電器盤 RWB-1F-1 

A-ディーゼル発電機制御盤 RX-B2F-9 

B-ディーゼル発電機制御盤 RX-B2F-2 

※：別添１資料 10添付１に記載の火災区域番号 
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第
4-
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表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
１
／

11
）
 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 

再
循

環
ポ

ン
プ

速

度
の
増
加
 

速
度

制
御

器
増

加

要
求
信
号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

主
制

御
器

増
加

要

求
信
号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

給
水
温
度
の
低
下
 

抽
気

逆
止

弁
の

誤

閉
止
 

給
水
加
熱
喪
失
 

抽
気
逆
止
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
加
熱
器
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ラ
イ
ン
（
水
位
調
節
弁
廻
り
）

 

給
水
流
量
の
増
加
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
増
信
号
誤
発
生

 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン

プ
の
誤
起
動
 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

 

給
水
流
量
調
節
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4
-5

表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
２
／

11
） 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 
EC
CS

等
の
誤
起
動
 

HP
CS

の
誤
起
動

 
HP
CS

の
誤
起
動
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

RX
－
AL
L 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
水
室
入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟｽ
弁

A-
RH
R
注
水
弁

RH
R
炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

A-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

LP
CS

注
水
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

A-
RH
R
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

HP
CS

注
水
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
３
／

11
）
 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 

EC
CS

等
の
誤
起
動
 

RC
IC

の
誤
起
動

 
RC
IC

の
誤
起
動
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

RX
-B
2F
-1
 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

B-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

C-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン

 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁
 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
加
減
弁
 

RC
IC

注
水
弁
 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
制
御
盤
 

RX
-B
2F
-2
 

B-
非
常
用
Ｄ
Ｇ
室
送
風
機

B1
-非

常
用
電
気
室
送
風
機

B2
-非

常
用
電
気
室
送
風
機

B1
-非

常
用
電
気
室
排
風
機

B2
-非

常
用
電
気
室
排
風
機

2D
-動

力
変
圧
器

2B
-D
G-
C/
C

2D
2-
R/
B-
C/
C

2D
3-
R/
B-
C/
C

非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
盤
(2
D
-L
/C
)

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
盤
(2
D-
M/
C
)

B-
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
制
御
盤

○
 

※
３

再
循

環
ル

ー
プ

の

誤
起
動
 

再
循

環
ポ

ン
プ

の

誤
起
動
 

原
子

炉
冷

却
材

系
の

停
止

ル
ー

プ
の

誤
起

動
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

弁
の
閉
止
 

蒸
気
加
減
弁
閉
止

 
負
荷
の
喪
失
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

主
蒸

気
止

め
弁

閉

止
 

負
荷
の
喪
失
 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
 

主
蒸
気
止
め
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
４
／

11
）

 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 
弁
の
閉
止
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉

信
号
誤
発
生
 

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉
止
 

主
蒸
気
内
側
隔
離
弁
 

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

主
蒸
気
外
側
隔
離
弁
 

RX
-A
LL
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
水
室
入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟｽ
弁

A-
RH
R
注
水
弁

RH
R
炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

A-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

LP
CS

注
水
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

A-
RH
R
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
４

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
５
／

11
）

 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力

分
布
の
異
常
な
変
化

 

自
由

空
間

体
積

の

減
少
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
増
信
号
誤
発
生

 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン

プ
の
誤
起
動
 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

 

給
水
流
量
調
節
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除

去
の
異
常
な
変
化

 

給
水
温
度
の
低
下
 

抽
気

逆
止

弁
の

誤

閉
止
 

給
水
加
熱
喪
失
 

抽
気
逆
止
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
加
熱
器
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ラ
イ
ン
（
水
位
調
節
弁
廻
り
）

 

給
水
流
量
の
増
加
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
増
信
号
誤
発
生

 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン

プ
の
誤
起
動
 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

 

給
水
流
量
調
節
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

弁
の
開
放
 

逃
が

し
弁

開
指

令

誤
発
生
 

逃
が
し
弁
開
放
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

蒸
気

加
減

弁
開

信

号
誤
発
生
 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
６
／

11
）
 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除

去
の
異
常
な
変
化

 

弁
の
開
放
 

圧
力

制
御

装
置

最

大
出

力
信

号
誤

発

生
 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ

ス
弁
の
誤
開
放

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

EC
CS

等
の
誤
起
動
 

HP
CS

の
誤
起
動

 
HP
CS

の
誤
起
動
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

RX
－
AL
L 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
水
室
入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟｽ
弁

A-
RH
R
注
水
弁

RH
R
炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

A-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

LP
CS

注
水
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

A-
RH
R
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

HP
CS

注
水
弁
 

RC
IC

の
誤
起
動

 
RC
IC

の
誤
起
動
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

RX
-B
2F
-1
 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

B-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

C-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン

 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁
 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
加
減
弁
 

RC
IC

注
水
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
７
／

11
）
 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除

去
の
異
常
な
変
化

 

再
循

環
ル

ー
プ

の

誤
起
動
 

再
循

環
ポ

ン
プ

の

誤
起
動
 

原
子

炉
冷

却
材

系
の

停
止

ル
ー

プ
の

誤
起

動
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

再
循

環
ポ

ン
プ

の

ト
リ
ッ
プ

駆
動
電
源
喪
失

 
原

子
炉

冷
却

材
流

量

の
喪
失
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

再
循

環
ポ

ン
プ

ト

リ
ッ

プ
信

号
誤

発

生

原
子

炉
冷

却
材

流
量

の
喪
失
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
入
口
弁

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

再
循

環
ポ

ン
プ

速

度
の
増
加
 

速
度

制
御

器
増

加

要
求
信
号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
８
／

11
）
 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除

去
の
異
常
な
変
化

 

再
循

環
ポ

ン
プ

速

度
の
増
加
 

速
度

制
御

器
増

加

要
求
信
号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

主
制

御
器

増
加

要

求
信
号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

A-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

RX
-1
F-
3 

－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環
ポ
ン
プ

MG
セ
ッ
ト

A-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

B-
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原

子
炉

冷
却

材
保

有
量

の
異

常

な
変
化

 

弁
の
閉
止
 

蒸
気
加
減
弁
閉
止

 
負
荷
の
喪
失
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

主
蒸

気
止

め
弁

閉

止
 

負
荷
の
喪
失
 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
 

主
蒸
気
止
め
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉

信
号
誤
発
生
 

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉
止
 

主
蒸
気
内
側
隔
離
弁
 

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
９
／

11
）

 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原

子
炉

冷
却

材
保

有
量

の
異

常

な
変
化

 

弁
の
閉
止
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉

信
号
誤
発
生
 

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉
止
 

主
蒸
気
外
側
隔
離
弁
 

RX
-A
LL
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
水
室
入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟｽ
弁

A-
RH
R
注
水
弁

RH
R
炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

A-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

LP
CS

注
水
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

A-
RH
R
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
４

自
由

空
間

体
積

の

減
少
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
増
信
号
誤
発
生

 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン

プ
の
誤
起
動
 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

 

給
水
流
量
調
節
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る



8条-別添 1-資料 10-参考 1-49 

第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

10
／

11
）

 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原

子
炉

冷
却

材
保

有
量

の
異

常

な
変
化

 

弁
の
開
放
 

逃
が

し
弁

開
指

令

誤
発
生
 

逃
が
し
弁
開
放
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

PC
V 

RH
R
炉
水
入
口
内
側
隔
離
弁

 

A-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

B-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

C-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

D-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

E-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

F-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

G-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

H-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

J-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

K-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

L-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

M-
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

○
 

※
２

蒸
気

加
減

弁
開

信

号
誤
発
生
 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

圧
力

制
御

装
置

最

大
出

力
信

号
誤

発

生
 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

蒸
気
加
減
弁
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ

ス
弁
の
誤
開
放

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ
ン
制
御
系

EH
C）

 

給
水
流
量
の
低
下
 

原
子

炉
給

水
ポ

ン

プ
の
ト
リ
ッ
プ

 
給
水
流
量
の
全
喪
失
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
出
口
弁

L8
信
号
誤
発
生

 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
減
信
号
誤
発
生

 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

（
流
量
減
少
）
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

復
水

ポ
ン

プ
の

ト

リ
ッ
プ
（
駆
動
電
源

喪
失
）

給
水
流
量
の
全
喪
失
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

給
水
流
量
の
増
加
 

原
子

炉
給

水
制

御

系
増
信
号
誤
発
生

 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン

プ
の
誤
起
動
 

給
水
制
御
系
の
故
障
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 

TB
-A
LL
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
後
弁
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
弁

 

給
水
流
量
調
節
弁
，
 

起
動
用
給
水
流
量
調
節
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
 

復
水
ポ
ン
プ
出
口
弁
 

復
水
ポ
ン
プ
入
口
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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第
4-

5
表
 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

11
／

11
）

 

原
子
炉
に
有
意
な
影
響
を
与
え
る
主
要
な
要
因
（
BW
R）
 

要
因
に
対
応
す
る

故
障
 

発
生
の
可
能
性
が
 

あ
る
事
象
 

事
象
発
生
の
要
因
と
な
り
う
る
設
備

 
火
災
区
域
 

残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器

 
残
留
熱
除
去
系
等
の
 

同
時
機
能
喪
失

※
1  

備
考
 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原

子
炉

冷
却

材
保

有
量

の
異

常

な
変
化

 

EC
CS

等
の
誤
起
動
 

HP
CS

の
誤
起
動

 
HP
CS

の
誤
起
動
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

RX
－
AL
L 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
戻
り
弁

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
水
室
入
口
弁

A-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟｽ
弁

A-
RH
R
注
水
弁

RH
R
炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

A-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

LP
CS

注
水
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

A-
RH
R
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

HP
CS

注
水
弁
 

RC
IC

の
誤
起
動

 
RC
IC

の
誤
起
動
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

RX
-B
2F
-1
 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ炉

水
入
口
弁

B-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

C-
残
留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ室

冷
却
機

○
 

※
３

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン

 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁
 

RC
IC

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
加
減
弁
 

RC
IC

注
水
弁
 

※
１
：
○

：
機
能

喪
失
無

，
 
×

：
機
能

喪
失
有

※
２
：
PC

V
内

は
プ
ラ

ン
ト
運

転
中
は

，
窒

素
で
置
換

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
ら

，
火
災

は
発
生
し
な

い

※
３
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
事

象
発
生

の
要
因

と
な
り

う
る
設
備
の

み
が
火

災
の
影

響
を
受

け
て
も

誤
起
動
は
起

こ
ら
な

い

※
４
：
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
す
る

事
象
で
あ
る

が
，
除

熱
機
能

は
維
持

さ
れ
る

た
め
，
原
子

炉
の
低

温
停
止

は
可
能

で
あ
る
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4.2. 内部火災発生時に期待できる緩和設備 

R/B又は T/Bにおける内部火災において，動作を期待できる緩和機能を第 4-6表に

示す。 

第 4-6表 内部火災発生時に期待できる緩和系 

緩和機能 
火災発生建物 

R/B T/B 

原子炉 

停止機能 

原子炉保護系 

(中性子束高等のスクラム機能

は多重化され，機能維持できる

設計としている。また，T/B側

RPSは機能喪失しない) 

原子炉保護系 

(R/B側 RPS) 

炉心 

冷却機能 

RCIC 及び ECCS 

(３区分に多重化されており，

１区分火災で機能喪失しても

２区分は機能維持される） 

RHR 等 

（２区分に多重化されており，

１区分火災で機能喪失しても

１区分は機能維持される） 

RCIC及び ECCS 

（３区分とも機能維持) 

RHR等 

（２区分とも機能維持） 

その他 

機能 

主蒸気隔離弁 主蒸気隔離弁 

逃がし安全弁(安全弁機能) 逃がし安全弁(安全弁機能) 

－ 逃がし安全弁(逃がし弁機能) 

タービン・バイパス弁 － 

5. 解析における機能喪失の仮定

5.1. 内部火災影響による機能喪失の仮定 

4.2項で示した動作を期待できる緩和機能を前提に，火災影響により解析において

機能喪失を仮定する緩和系を第 5-1 表に示す。MS-3 機能については，内部火災が発

生する建物毎に機能喪失を仮定する。タービン系の原子炉保護系(RPS)(主蒸気止め弁

閉スクラム・蒸気加減弁急速閉スクラム)については，T/B における内部火災に対し

て機能喪失すると仮定する。 
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第 5-1表 機能喪失を仮定する緩和機能 

緩和機能 
火災発生建物 

R/B T/B 

再循環ポンプトリップ 喪失を仮定 喪失を仮定 

逃がし安全弁 

（逃がし弁機能） 
喪失を仮定 － 

タービン・バイパス弁 － 喪失を仮定 

タービン系 RPS － 喪失を仮定 

5.2. 単一故障の仮定【ステップ７】 

解析を行うに際し，安全評価審査指針に従い，想定した事象に加え，原子炉停止，

炉心冷却及び放射能閉じ込めの各基本的安全機能別に，解析の結果を厳しくする機器

の単一故障を仮定する。具体的な単一故障の想定と解析への影響を第 5-2 表に示す。

また，R/B及びT/Bでの代表事象発生時に期待する緩和系は第4-6表のとおりである。 

第 5-2表 単一故障の仮定と解析への影響 

単一故障を 

仮定する機能 
解析への影響 

原子炉停止機能 
・原子炉保護系に単一故障を仮定しても，多重化され

ているため影響はない。

炉心冷却機能 

[RCIC及び ECCS] 

・内部火災により１区分，単一故障により更に１区分

喪失しても，残りの区分により炉心冷却が可能。

[RHR等] 

・単一故障により１区分喪失しても，残りの区分によ

り除熱が可能（火災により過渡事象の発生と RHR 等

の機能喪失は同時に発生しない）。

放射能閉じ込め機能 ・評価事象において燃料は破損しない。



8条-別添 1-資料 10-参考 1-53 

6. 解析の実施【ステップ８】

6.1. 使用する解析コード 

解析にあたっては，第 6-1 表に示すとおり，設置許可申請解析において使用し

ているプラント動特性解析コード（REDY）及び単チャンネル熱水力解析コード

（SCAT）を使用している。 

第 6-1表 解析コード 

解析項目 コード名

プラント動特性挙動 

・中性子束

・原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる

圧力（原子炉圧力）

REDY 

単チャンネル熱水力挙動 

・燃料被覆管温度
SCAT 

6.2. 主要な解析条件 

プラントの初期状態等の解析条件については，設計基準事象である過渡事象に

おける前提条件を踏襲する。主な解析条件を第 6-2表に示す。 

第 6-2表 主な解析条件 

項目 解析条件 

原子炉出力 2,540 MW 

炉心入口流量 30.3×103 t/h 

原子炉圧力 7.03 MPa[gage] 

原子炉水位 通常水位 

外部電源 あり 

6.3. 判断基準 

内部火災を起因として発生する代表事象に対して，単一故障を想定しても，影

響緩和系により事象が収束することを確認する。 

6.4. 解析結果 

解析を実施する事象について，解析結果を第 6-3 表～第 6-5 表，第 6-1 図～第

6-4図，第 6-6図～第 6-9図及び第 6-11図～第 6-14図に，事象の推移を第 6-5図，

第 6-10図及び第 6-15図に示す。 

(1) R/Bでの内部火災に起因する事象

R/B での内部火災に起因する事象の解析結果について以下に示す。
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(a) 主蒸気隔離弁の誤閉止

ⅰ 原子炉停止状態 

主蒸気隔離弁の閉止により，主蒸気が遮断されると，原子炉圧力は上昇する

が，主蒸気隔離弁が全開位置から 10%閉止すると，主蒸気隔離弁閉信号により

原子炉はスクラムする。 

ⅱ 炉心冷却状態 

主蒸気隔離弁の閉止により，給水ポンプ速度が低下するため，原子炉水位は

徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持される。また，主

蒸気隔離弁閉止とともに原子炉圧力は上昇するが，逃がし安全弁（安全弁機能）

の作動により，原子炉圧力の抑制を図ることが可能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能である。 

(b) 給水制御系の故障

ⅰ 原子炉停止状態 

給水流量の増加による炉心入口サブクーリングの増加によってボイドが減少

し，原子炉出力が上昇する。原子炉水位が上昇し，原子炉水位高（レベル８）

に達するとタービントリップし，主蒸気止め弁閉信号が発生する。主蒸気止め

弁の閉止により，原子炉はスクラムする。 

ⅱ 炉心冷却状態 

原子炉水位高（レベル８）到達により，給水ポンプがトリップするため，原

子炉水位は徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持される。

また，タービントリップに伴う主蒸気止め弁閉止とともに原子炉圧力は上昇す

るが，タービン・バイパス弁の作動により，原子炉圧力の抑制を図ることが可

能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能である。 

(2) T/Bでの内部火災に起因する事象

T/B での内部火災に起因する事象の解析結果について以下に示す。

(a) 給水制御系の故障＋給水加熱喪失

ⅰ 原子炉停止状態 

給水流量の増加と給水加熱喪失による炉心入口サブクーリングの増加によっ

てボイドが減少し，原子炉出力が上昇する。また，給水流量の増加により原子

炉水位が上昇し，原子炉水位高（レベル８）に達するとタービントリップし，

主蒸気止め弁閉信号が発生するが，タービン系 RPS の機能喪失を仮定するため，

この時点ではスクラムしない。主蒸気止め弁の閉止により原子炉圧力が上昇し，

炉心内のボイドの減少により原子炉出力が上昇するため，中性子束高信号が発

生し，原子炉はスクラムする。 
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ⅱ 炉心冷却状態 

原子炉水位高（レベル８）到達により，給水ポンプがトリップするため，原

子炉水位は徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持される。

また，タービントリップに伴う主蒸気止め弁閉止とともに原子炉圧力は上昇す

るが，逃がし安全弁（逃がし弁機能）の作動により，原子炉圧力の抑制を図る

ことが可能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能である。 

以上より，内部火災を起因として発生する可能性のある過渡的な事象に対して，

単一故障を想定しても，影響緩和系により事象が収束し，原子炉を安全停止でき

ることを確認した。 
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第 6-3表 解析結果まとめ表（R/B 主蒸気隔離弁の誤閉止） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

主蒸気隔離弁の誤閉止 

中性子束（%） 
初期値を超えない 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gage]） 

8.52 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
沸騰遷移に至らない 

（1200以下） 

発生事象 時刻[秒] 

主蒸気隔離弁閉発生 0 

原子炉スクラム（主蒸気隔離弁閉） 0.3 

安全弁開開始 4.1 

第 6-4 表 解析結果まとめ表（R/B 給水制御系の故障） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

給水制御系の故障 

中性子束（%） 
117 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gage]） 

7.47 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
沸騰遷移に至らない 

（1200以下）） 

発生事象 時刻[秒] 

給水制御系故障発生 0 

原子炉スクラム（主蒸気止め弁閉） 9.2 

安全弁開開始 ―※ 

※：フルバイパスプラントのため，安全弁が作動しない 
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第 6-5表 解析結果まとめ表（T/B 給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

給水制御系の故障＋ 

給水加熱喪失 

中性子束（%） 
660 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gage]） 

8.68 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
約 710 

（1200以下）） 

発生事象 時刻[秒] 

給水加熱喪失発生 0 

給水制御系故障発生 0 

原子炉水位レベル８（給水ポンプトリップ） 9.2 

原子炉スクラム（中性子束高） 9.5 

逃がし弁開開始 10.3 
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第 6-1図 R/Bにおける内部火災による事象変化（中性子束） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

第 6-2図 R/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉水位） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

主蒸気隔離弁閉スクラムによる

中性子束低下 

給水ポンプトリップに

よる水位低下 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化
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第 6-3図 R/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉圧力） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

 

第 6-4図 R/B における内部火災による事象変化（燃料被覆管温度） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

安全弁作動による

圧力低下 

主蒸気隔離弁閉による

圧力上昇 

沸騰遷移に至らないため燃料被覆

管温度はほとんど変化しない 

原
子
炉
圧
力
変
化



8条-別添 1-資料 10-参考 1-60 

第 6-5図 R/Bにおける事象推移のフローチャート 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

主蒸気隔離弁閉止 

再循環ポンプＭＧ 

トリップ不作動

中性子束減少 原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 
不作動を想定する緩和系機能 

事象収束 

原子炉 

圧力上昇 

スクラム

(主蒸気隔離弁閉) 

逃がし弁機能 

不作動 

安全弁機能作動 

給水ポンプ 

トリップ

原子炉水位低下 

(レベル２)

原子炉水位回復 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

解析対象 

作動する緩和系機能 

解析対象外 



8条-別添 1-資料 10-参考 1-61 

第 6-6図 R/Bにおける内部火災による事象変化（中性子束） 

（給水制御系の故障） 

第 6-7図 R/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉水位） 

（給水制御系の故障） 

給水流量増加

に伴う炉心入

口サブクーリ

ングの増加に

よる中性子束

の増加

主蒸気止め弁閉に伴

う圧力上昇による中

性子束の増加 

主蒸気止め弁閉スクラムに

よる中性子束低下 

給水流量の増加に

よる水位上昇 

L8 給水ポンプトリップ

による水位低下 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化



 

8条-別添 1-資料 10-参考 1-62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-8図 R/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉圧力） 

（給水制御系の故障） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-9図 R/B における内部火災による事象変化（燃料被覆管温度） 

（給水制御系の故障） 

タービン・バイパス弁開

動作による圧力低下 

主蒸気止め弁閉による

圧力上昇 

原
子
炉
圧
力
変
化 

沸騰遷移に至らないため燃料被覆

管温度はほとんど変化しない 

中性子束上昇に

よる圧力上昇 



8条-別添 1-資料 10-参考 1-63 

第 6-10図 R/Bにおける事象推移のフローチャート 

（給水制御系の故障） 

給水制御系故障 

最大給水流量(141%)で給水 

原子炉水位上昇 

(レベル８)

タービントリップ

(主蒸気止め弁閉止) 

タービン・

バイパス弁作動 

炉心入口サブ 

クーリング増加

中性子束減少 

炉心内ボイド減少 

中性子束増加 

給水ポンプ 

トリップ

原子炉水位低下 

(レベル２)

原子炉水位回復 原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

スクラム

(主蒸気止め弁閉) 

事象収束 

作動する緩和系機能 

不作動を想定する緩和系機能 

再循環ポンプ 

トリップ不作動

解析対象 

解析対象外 



8条-別添 1-資料 10-参考 1-64 

第 6-11図 T/Bにおける内部火災による事象変化（中性子束） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

 

第 6-12図 T/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉水位） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

給水流量増加

に伴う炉心入

口サブクーリ

ングの増加に

よる中性子束

の増加

主蒸気止め弁閉に伴う圧力上昇

による中性子束の増加 

中性子束高スクラムによる

中性子束低下 

給水流量の増加に

よる水位上昇 
L8 給水ポンプトリップ

による水位低下 

最大値：660% 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化



8条-別添 1-資料 10-参考 1-65 

第 6-13図 T/Bにおける内部火災による事象変化（原子炉圧力） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

 

第 6-14図 T/B における内部火災による事象変化（燃料被覆管温度） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

逃がし弁作動による

圧力低下 

主蒸気止め弁閉による

圧力上昇 

出力増加により沸騰遷移に至り

燃料被覆管温度は上昇 

出力低下により核沸騰に戻り

燃料被覆管温度は低下 

原
子
炉
圧
力
変
化



 

8条-別添 1-資料 10-参考 1-66 

 
 

第 6-15図 T/Bにおける事象推移のフローチャート 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

 

給水制御系故障 

最大給水流量(141%)で給水 

原子炉水位上昇 

(レベル８) 

タービントリップ 

(主蒸気止め弁閉止) 

タービン・バイパス

弁不作動 

炉心入口サブ 

クーリング増加 

中性子束減少 

炉心内ボイド減少 

中性子束増加 

給水ポンプ 

トリップ 

原子炉水位低下 

(レベル２) 

原子炉水位回復 

逃がし弁機能 

作動 

原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

スクラム不作動 

(主蒸気止め弁閉) 

事象収束 

原子炉スクラム 

(中性子束高) 

作動する緩和系機能 
 

不作動を想定する緩和系機能 

給水加熱喪失 

再循環ポンプ 

トリップ不作動 

解析対象外 

解析対象 

 



別添２ 

島根原子力発電所2号炉 

運用，手順能力説明資料 

火災による損傷の防止



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
１
／
６
）

 

８条-別添 2-1 

設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
火
災
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
早
期
に
火
災
発
生
を
感
知
す
る
設
備
（
以
下
、
「
火
災
感
知
設

備
」
と
い
う
。
）
及
び
消
火
を
行
う
設
備
（
以
下
、
「
消
火
設
備
」
と
い
い
、
安
全
施
設
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
火
災
の
影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
．
消
火
設
備
（
安
全
施
設
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
に
お
い
て
も
発
電
用
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
火
災
防
護
に
係
る
審
査
基
準
」
（
原
規
技
発
第

13
06
19
5
 号

（
平
成
２
５
年
６
月
１
９
日
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
）
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

火
災
防
護
対
策

 
火
災
防
護
計
画

 

火
災
区
域
又
は
区
画
の
分
類

 

①
原
子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
を
達
成
し
，
維
持
す
る
た
め
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
及
び
火
災
区
画

②
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域

火
災
発
生
防
止

 
火
災
の
感
知
，
消
火

 
火
災
の
影
響
軽
減
 

個
別
の
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
お
け
る

留
意
事
項

 

(4
/6
)
 へ

 
(5
/6
)
 へ

 

(6
/6
) 
へ

 

(2
/
6)
 へ

 
(3
/6
) 
へ

 



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
２
／
６
）

 

８条-別添 2-2 

火
災
発
生
防
止

 

発
火
性
又
は
引
火
性
物
質
を
内
包
す
る
設
備
に
対
す
る
対
策

 

原
子
炉
施
設
内
の
火
災
の
発
生
防
止
対
策

 

可
燃
性
の
蒸
気
又
は
可
燃
性
の
微
粉

の
対
策

 

水
素
対
策

 

・
発
火
性
又
は
引
火
性
物
質
を
内
包
す
る
設
備
へ
の
溶
接
構
造
，
シ
ー
ル
構

造
の
採
用
に
よ
る
漏
え
い
防
止

・
堰
の
設
置
に
よ
る
拡
大
防
止

・
発
火
性
又
は
引
火
性
物
質
を
内
包
す
る
設
備
と
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能

を
有
す
る
機
器
等
へ
の
壁
等
の
設
置
及
び
離
隔
に
よ
る
配
置
上
の
考
慮

・
換
気
設
備
に
よ
る
機
械
換
気
又
は
自
然
換
気

・
運
転
上
必
要
な
量
の
燃
料
等
の
貯
蔵

機
械
換
気
に

よ
る
有
機
溶

剤
の
滞
留
を

防
止

 

可
燃
性
の
蒸

気
，
微
粉
が
発

生
す
る
お
そ

れ
な
し

 

発
火
源
へ
の
対
策

 

・
火
花
対
策

・
発
火
源
と
な
る
設
備
な
し

 

・
可
燃
性
物
質
と
の
接
触
防

止
 

・
可
燃
物
の
過
熱
防
止

評
価

OK
 

・
水
素
を
内
包
す
る
設
備
へ
の

溶
接
構
造
，
シ
ー
ル
構
造
の

採
用
に
よ
る
漏
え
い
防
止

・
水
素
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
蓄
電
池
室
等
へ
の
水

素
濃
度
検
知
器
の
設
置

水
素
感
知
時
の
対
応
手
順

 

放
射
線
分
解
等
に
よ
る

水
素
蓄
積
防
止
対
策

 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発

生
す
る
水
素
の
蓄
積
防

止
対
策
 

蓄
電
池
を
設
置
す
る
火

災
区
域
の
機
械
換
気
 

過
電
流
に
よ
る
過

熱
防
止
対
策

 

故
障
回
路
の
早
期

遮
断
 

不
燃
性
材
料
又
は
難
燃
性
材
料
の
使
用

 

主
要
な
構
造
材
に
対
す
る
不
燃
性
材
料

の
使
用

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
の
う
ち
，

主
要
な
構
造
材
料
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

等
の
金
属
材
料
，
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
を
使
用

 

変
圧
器
及
び
遮
断
器
に
対
す

る
絶
縁
油
等
の
内
包

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等

の
う
ち
，
屋
内
の
変
圧
器
及

び
遮
断
器
は
絶
縁
油
を
内
包

し
て
い
な
い
も
の
を
使
用

 

難
燃
ケ
ー
ブ
ル
の
使
用

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
に
使
用

す
る
ケ
ー
ブ
ル
に
は
，
自
己
消
火
性
及

び
延
焼
性
を
確
認
し
た
難
燃
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用

換
気
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
に
対
す
る
不

燃
性
材
料
又
は
難
燃
性
材
料
の
使
用

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
の
う
ち
，

換
気
空
調
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
は
，
難
燃

性
材
料
を
使
用
（
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル

タ
を
除
く
）

保
温
材
に
対
す
る
不
燃
性

材
料
の
使
用

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器

等
に
対
す
る
保
温
材
は
，

不
燃
性
材
料
を
使
用

 

建
物
内
装
材
に
対
す
る
不
燃
性
材
料
の
使
用

 

・
安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
を
設
置
す
る
建
物
の
内

装
材
は
，
不
燃
性
材
料
を
使
用
 

・
中
央
制
御
室
の
床
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
，
防
炎
性
能
を

有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
材
料
を
使
用

・
管
理
区
域
の
床
，
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
，
非
常
用
電
気

室
の
床
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
床
，
壁
に
は
，
加

熱
源
を
除
去
し
た
場
合
は
そ
の
燃
焼
部
が
広
が
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
塗
料
を
使
用

自
然
現
象
に
よ
る
火
災
発
生
の
防
止
対
策

 

落
雷
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止

 
地
震
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止

 

【
持
込
可
燃
物
の
管
理
】

 

火
災
区
域
(区

画
)ご

と
の
制
限
発
熱

量
を
超
過
し
な
い
よ
う
可
燃
物
の
管

理
を
実
施
 

【
火
気
作
業
時
の
管
理
】

 

火
災
区
域

(区
画

)に
お
け
る
溶
接
等

の
作
業
に
お
い
て
，
火
気
作
業
の
計

画
策
定
，
消
火
器
等
の
配
備
，
監
視

人
の
配
置
等
を
実
施

 

・
原
子
炉
施
設
内
の
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器

は
，
避
雷
設
備
を
設
置

・
送
電
線
は
故
障
回
路
を
早
期
に
遮
断
す
る

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
は
，
耐
震
ク
ラ
ス

に
応
じ
て
十
分
な
支
持
性
能
を
も
つ
地
盤
に
設

置
し
，
破
壊
又
は
倒
壊
す
る
こ
と
に
よ
る
火
災

の
発
生
を
防
止
す
る

 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項

 
（
設
計
に
関
す
る
箇
所
）

 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項

 
（
手
順
等
に
関
す
る
箇
所
）

【
後
段
規
制
と
の
対
応
】

【
添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
】

 
 

 
：
工
認
（
基
本
設
計
方
針
，
添
付
書
類
）

：
添
付
六
，
八
に
反
映

 

：
保
安
規
定
（
運
用
，
手
順
に
係
る
事
項
，
下
位
文
書
含
む
）

：
当
該
条
文
に
該
当
し
な
い
（
他
条
文
で
の
反
映
事
項
他
）

 

 
：
核
防
規
定
（
下
位
文
書
含
む
）

(1
/6
)
よ
り

 

評
価

OK
 

○工

○工

○工

○工
○工

○工

○工
 

○工
○工

○工
○工

○工
○保

○保
 

○工
○工

○保

○核
 



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
３
／
６
）

 

８条-別添 2-3 

火
災
の
感
知
，
消
火

 

火
災
感
知
設
備

 

早
期
の
火
災
感
知
及
び
消
火
が
行
え
る
設
計

 

固
有
の
信
号
を
発
す
る
異
な
る
感
知

方
式
の
感
知
器
の
設
置

 

火
災
感
知
器
は
，
放
射
線
，
取
付
面
高
さ
等
の
環
境
条
件
や
，
予
想
さ
れ
る

火
災
の
性
質
を
考
慮
し
設
置

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
を
設
置
す
る
火
災
区
域
（
区
画
）
の
火
災
感
知
設
備

は
，
外
部
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
も
火
災
の
感
知
が
可
能
と
な
る
よ
う
蓄
電
池
を

設
置
す
る
と
と
も
に
，
非
常
用
所
内
電
源
よ
り
受
電
す
る
設
計

 

火
災
感
知
器
等
作
動
時
の
対
応
手
順

 

火
災
感
知
設
備
の
火
災
受
信
機
盤
は
中
央
制
御
室
及
び
補

助
盤
室
に
設
置
し
常
時
監
視
で
き
る
設
計

 

消
火
設
備

 

原
子
炉
の
安
全
停
止
に
必
要
な
機
器

等
を
設
置
す
る
火
災
区
域
（
区
画
）
の

う
ち
，
火
災
発
生
時
に
煙
の
充
満
等
に

よ
り
消
火
活
動
が
困
難
と
な
る
と
こ

ろ
に
は
，
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
（
ハ
ロ

ン
13
01
）
又
は
局
所
ガ
ス
消
火
設
備

（
FK
-5
-1
-1
2）

を
設
置

 

放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
器
等
を
設

置
す
る
火
災
区
域
（
区
画
）
の
う
ち
，

火
災
発
生
時
に
煙
の
充
満
等
に
よ
り

消
火
活
動
が
困
難
と
な
る
と
こ
ろ
に

は
，
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
（
ハ
ロ
ン

13
01
）
を
設
置

 

・
消
火
系
の
水
源
は
，
補
助

消
火
水
槽
を
２
基
設
置

・
消
火
系
の
消
火
ポ
ン
プ
は
，

電
動
機
駆
動
消
火
ポ
ン
プ

を
２
台
設
置

 

火
災
防
護
対
象
機
器
等
の
系
統
分
離

を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
火
災
区

域
（
区
画
）
に
設
置
す
る
消
火
設
備
は
，

選
択
弁
の
多
重
化
等
に
よ
り
，
系
統
分

離
に
応
じ
た
独
立
性
を
備
え
る

 

火
災
時
の
二
次
的
影
響
を

考
慮
し
た
配
置

 

想
定
火
災
の
性
質
に
応
じ
た
消

火
剤
容
量
の
配
備

 

化
学
消
防
自
動
車
（
１
台
）
及
び
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
（
１
台
）
を
配

備
 

地
震
等
の
自
然
現
象
の
考
慮

 

凍
結
防
止
対
策

 
風
水
害
対
策

 

火
災
受
信
機
盤
の
巡
視
・
監
視

 

屋
外
消
火
設
備
の
配
管
へ
の
保
温
材
取
付
及
び
不
凍
消
火
栓
を
設
置

 
・
消
火
系
の
消
火
ポ
ン
プ
等
は
，
建
物
内
に
設
置

・
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
は
建
物
内
に
設
置

・
消
火
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
ポ
ン
プ
室
の
壁
，
扉
は
風
水
害
に
よ
り
影

響
を
受
け
な
い
よ
う
止
水
対
策
を
実
施

(1
/6
)
よ
り

 

消
火
設
備
動
作
時
及
び
使
用
時
の
対
応
手
順

 

地
震
対
策

 

・
安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
を
設
置
す
る
火
災
区
域
（
区
画
）
の
火
災
感
知
設
備
及
び
消
火
設
備
は
，
安
全
機
能
を
有

す
る
機
器
等
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
設
計

・
安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
火
災
区
域
（
区
画
）
に
設
置
さ
れ
る
，
油
を
内
包
す
る

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
及
び
耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
の
機
器
は
，
基
準
地
震
動
に
よ
り
油
が
漏
え
い
し
な
い
等
の
設
計

・
屋
外
消
火
配
管
は
，
地
震
時
に
お
け
る
地
盤
変
位
対
策
と
し
て
，
タ
ン
ク
と
配
管
の
継
手
部
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
継
手
を

採
用
し
，
地
盤
変
位
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い
よ
う
，
地
上
化
又
は
ト
レ
ン
チ
内
に
設
置
す
る
設
計

故
障
警
報
発
報
時
の
対
応
手
順

 

消
火
設
備
の
破
損
，
誤
動
作
及
び
誤
操
作
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
防
止

 

・
ハ
ロ
ン

13
01

消
火
設
備
の
破
損
等
に
よ
り
消
火
剤
が
放
出
さ
れ
た
と
し
て
も
，
設
置
さ
れ
る
電
気
及
び
機
械
設
備
に
対
し
て
影
響
は
な
い

※
水
消
火
設
備
の
放
出
に
伴
う
溢
水
に
よ
る
安
全
機
能
の
評
価
は
，
別
途
確
認
を
行
う
。

○工

○工
○工

○工
○工

○工

○工

○工
○工

○工

○工
○工

○工
○工

○工
○工 ○工 ○工

○工

○工

○工

○保

○保
○保

○保

消
火
用
水
系
の
水
源

は
，
２
時
間
以
上
の
最

大
放
水
量
を
確
保

 

消
火
系
は
，
復
水
輸
送
系
等
と
共

用
す
る
場
合
に
は
，
隔
離
弁
を
設

置
し
，
消
火
系
の
供
給
を
優
先

 

消
火
系
の
消
火
ポ
ン
プ
，
全
域
ガ
ス
消

火
設
備
は
，
電
源
断
等
の
故
障
警
報
を

中
央
制
御
室
に
吹
鳴

 

各
消
火
設
備
は
，
外
部
電
源

喪
失
時
に
も
起
動
で
き
る
よ

う
蓄
電
池
に
よ
り
電
源
を
確

保
す
る
設
計

 

消
火
栓
は
全
て
の

火
災
区
域
の
消
火

活
動
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
配
置

 

固
定
式
消
火
設
備
は
，

作
動
前
に
職
員
等
の
退

出
が
で
き
る
よ
う
に
警

報
又
は
音
声
警
報
を
吹

鳴
 

管
理
区
域
内
で
放
出
し

た
消
火
水
は
，
管
理
区
域

外
へ
の
流
出
を
防
止
す

る
た
め
，
堰
等
を
設
置
す

る
と
と
も
に
，
液
体
廃
棄

物
処
理
系
に
回
収
，
処
理

 

屋
内
の
消
火
栓
，
消
火
設
備
現
場

盤
の
設
置
場
所
及
び
設
置
場
所

へ
の
経
路
に
は
，
蓄
電
池
を
内
蔵

す
る
照
明
器
具
を
設
置

 

○工
○工



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
４
／
６
）

 

８条-別添 2-4 

火
災
の
影
響
軽
減

 

火
災
の
影
響
軽
減
の
た
め
の
方
策

 

火
災
区
域
の
分
離

 

・
火
災
区
域
は
，
３
時
間
以
上
の

耐
火
能
力
を
有
す
る
耐
火
壁
に
よ

っ
て
，
他
の
火
災
区
域
か
ら
分
離

 

・
火
災
区
域
の
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
は
，

他
の
火
災
区
域
か
ら
の
煙
の
流
入

防
止
の
た
め
の
，
煙
等
流
入
防
止

装
置
を
設
置

 

・

単
一
火
災
（
任
意
の
一
つ
の
火
災
区
域
で
発

生
す
る
火
災
）
の
発
生
に
よ
っ
て
，
多
重
化

さ
れ
た
原
子
炉
の
安
全
停
止
機
能
が
す
べ
て

喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
安
全
区
分
Ⅱ

に
属
す
る
火
災
区
域
を
，
３
時
間
以
上
の
耐

火
能
力
を
有
す
る
耐
火
壁
，
隔
壁
等
で
分
離

 

放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
器

等
を
設
置
す
る
火
災
区
域

は
，
３
時
間
以
上
の
耐
火
能

力
を
有
す
る
耐
火
壁
に
よ

り
，
他
の
火
災
区
域
と
分
離

 

安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
を
設
置

す
る
火
災
区
域
に
関
連
す
る
換
気
設

備
に
は
，
他
の
火
災
区
域
（
区
画
）
の

火
災
の
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
，
火
災

区
域
（
区
画
）
の
境
界
と
な
る
箇
所
に

３
時
間
耐
火
性
能
を
有
す
る
防
火
ダ

ン
パ
を
設
置

中
央
制
御
室
の
火
災
発
生

時
の
煙
を
排
気
す
る
た

め
，
排
煙
設
備
を
設
置

 

火
災
区
域
又
は
火
災
区

画
に
設
置
さ
れ
る
油
タ

ン
ク
は
，
換
気
空
調
設

備
に
よ
る
排
気
，
又
は

ベ
ン
ト
管
に
よ
り
屋
外

に
排
気

 

３
時
間
耐
火
隔
壁
等
に
よ
る
分
離

 
水
平
距
離

6m
以
上
の
離
隔
距
離

の
確
保
及
び
火
災
感
知
設
備
，
自

動
消
火
設
備
の
設
置

 

対
象
な
し

 

(1
/6
)
よ
り

 

排
煙
設
備
起
動
手
順

 

【
３
時
間
耐
火
隔
壁
等
に
よ
る
影

響
軽
減
対
策
】

 

３
時
間
以
上
の
耐
火
能
力
を
確
認

し
た
隔
壁
等
に
よ
る
分
離

 

①
離
隔
距
離
等
に
よ
る
系
統
分
離

②
火
災
感
知
設
備

・
中
央
制
御
室
及
び
補
助
盤
室
内
に
は
，
煙
及
び
熱
感
知
器

を
設
置

・
制
御
盤
内
へ
高
感
度
煙
検
出
設
備
を
設
置

③
消
火
設
備

・
運
転
員
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
消
火
を
実

施

④
原
子
炉
の
安
全
停
止

・
中
央
制
御
盤
内
火
災
時
の
原
子
炉
の
安
全
停
止
が
可
能

 

【
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
等
を
発
生
す
る
原
因
と
な
る
系

統
・
機
器
と
そ
れ
に
対
処
す
る
系
統
・
機
器
が
混
在
す
る
制
御
盤

の
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
】

 

①
火
災
感
知
設
備

・
対
象
と
な
る
制
御
盤
に
は
高
感
度
煙
感
知
器
を
設
置

②
消
火
設
備

・
運
転
員
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
消
火
を
実
施

③
高
温
停
止
・
低
温
停
止
の
達
成
・
維
持

・
制
御
盤
内
火
災
時
の
原
子
炉
の
高
温
停
止
・
低
温
停
止
の
達
成

及
び
維
持
が
可
能

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
対
す
る
火
災
の
影
響
軽
減
策

 

①
離
隔
に
よ
る
分
散
配
置

・
互
い
に
相
違
す
る
安
全
区
分
の
可
能
な
範
囲
で
の
分
離

・
蓋
付
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
，
電
線
管
の
布
設

②
火
災
感
知
設
備

・
原
子
炉
の
低
温
停
止
中
及
び
起
動
中
に
お
け
る
発
信
箇
所
が
特
定
可

能
な
，
異
な
る
感
知
方
式
の
火
災
感
知
器
を
設
置

・
窒
素
封
入
ま
で
の
期
間
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
機
器
故
障
警
報

に
よ
っ
て
火
災
発
生
を
確
認

③
消
火
設
備

・
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
の
原
子
炉
格
納
容
器
の
各
入
口
へ
の
消
火
器
設
置

・
火
気
作
業
実
施
時
の
消
火
器
の
配
備

火
災
時
の
対
応
手
順
 

・
火
災
感
知
設
備
動
作
時
の
対
応
手
順

・
固
定
式
消
火
設
備
動
作
時
の
対
応
手
順

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
消
火
活
動

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作

火
災
影
響
評
価

 

火
災
防
護
対
象
機
器
等
の
系
統
分
離

 

中
央
制
御
室
及
び
補
助
盤
室
の
火
災
の
影
響
軽
減
対
策

 

放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機

器
等
の
系
統
分
離

 

換
気
設
備
に
よ
る
火
災
の
影
響
軽

減
対
策

 

煙
に
対
す
る
火
災
の
影
響
軽
減

対
策

 

油
タ
ン
ク
に
対
す
る
火

災
の
影
響
軽
減
対
策

 

火
災
区
域
，
火
災
防
護
対
象
機
器
等
，
火
災
の
影
響
軽
減
の
た

め
の
障
壁
等
の
設
計
変
更
に
あ
た
っ
て
は
，
原
子
炉
施
設
内
の

火
災
に
よ
っ
て
も
，
安
全
保
護
系
及
び
原
子
炉
停
止
系
の
作
動

が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
，
多
重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統

が
同
時
に
機
能
を
失
う
こ
と
な
く
，
原
子
炉
を
安
全
停
止
で
き

る
こ
と
を
以
下
の
火
災
影
響
評
価
に
よ
り
確
認
す
る
 

・
火
災
伝
播
評
価

・
隣
接
火
災
区
域
に
火
災
の
影
響
を
与
え
な
い
火
災
区
域
に
対

す
る
火
災
影
響
評
価

・
隣
接
火
災
区
域
に
火
災
の
影
響
を
与
え
る
火
災
区
域
に
対
す

る
火
災
影
響
評
価

 

原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に
よ
っ
て
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変

化
又
は
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
機
器
に
単
一
故

障
を
想
定
し
て
も
，
多
重
性
を
持
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が

同
時
に
機
能
を
失
う
こ
と
な
く
，
原
子
炉
の
高
温
停
止
，
低

温
停
止
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
火
災
影
響

評
価
に
よ
り
確
認
す
る

 

○保
○工

○工
○工

○工

○工
○工

○工

○工

○工

○工

１
時
間
耐
火
隔
壁
に
よ
る
分
離
及

び
火
災
感
知
設
備
，
自
動
消
火
設

備
の
設
置

 

・
１
時
間
以
上
の
耐
火
能
力
を
確

認
し
た
隔
壁
等
に
よ
る
分
離

・
固
有
の
信
号
を
発
す
る
異
な
る

感
知
方
式
の
感
知
器
の
設
置

・
全
域
ガ
ス
自
動
消
火
設
備
の
設

置

○保
○工



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
５
／
６
）
 

８条-別添 2-5 

個
別
の
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
お
け
る
留
意
事
項

 

ケ
ー
ブ
ル
処
理
室

 
電
気
室

 
ポ
ン
プ
室

 

・
ケ
ー
ブ
ル
処
理
室
は
，
全
域
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
に
よ
り
消
火

す
る
が
，
消
火
活
動
の
た
め
２
箇
所
の
入
口
を
設
置

・
１
時
間
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
隔
壁
及
び
火
災
感
知
設
備
，

全
域
ガ
ス
自
動
消
火
設
備
の
設
置
に
よ
り
相
違
す
る
系
列
の

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
を
分
離

 

電
気
室
は
，
電
源
供
給

の
み
に
使
用

 

蓄
電
池
室

 

蓄
電
池
室
に
は
，
蓄
電
池
の
み
を

設
置
し
，
直
流
開
閉
装
置
や
イ
ン

バ
ー
タ
は
設
置
し
な
い

 

評
価

OK
 

安
全
機
能
を
有
す
る
ポ
ン
プ
の
設
置
場
所

の
う
ち
，
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ

り
消
火
困
難
な
場
所
に
は
，
消
火
活
動
に

よ
ら
な
く
て
も
迅
速
に
消
火
で
き
る
よ
う

全
域
ガ
ス
消
火
設
備
を
設
置

 

・
消
火
設
備
動
作
時
及
び
操
作
時
の
対
応
手
順

・
ポ
ン
プ
室
入
室
及
び
現
場
確
認
の
対
応
手
順

中
央
制
御
室
等

 

・
中
央
制
御
室
を
含
む
火
災
区
域
の
境
界
に
は
，

防
火
ダ
ン
パ
を
設
置
 

・
中
央
制
御
室
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
防
炎
性
を

満
足
す
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
使
用

 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
及
び
新
燃
料
貯
蔵
設
備

 

・
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
は
，
水
中
に
設
置
さ
れ
て

い
る
設
備
で
あ
り
，
ラ
ッ
ク
に
燃
料
を
貯
蔵
す
る

こ
と
で
貯
蔵
燃
料
間
の
距
離
を
確
保
，
及
び
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
の
中
性
子
吸
収
効
果
に
よ
っ
て
未
臨
界

性
を
確
保
 

・
新
燃
料
貯
蔵
設
備
に
つ
い
て
は
，
気
中
に
設
置
し

て
い
る
設
備
で
あ
る
が
，
消
火
水
が
噴
霧
さ
れ
，

水
分
雰
囲
気
に
満
た
さ
れ
た
最
適
減
速
状
態
と
な

っ
て
も
未
臨
界
性
を
確
保

放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
及
び
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
設
備

 

・
放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
及
び
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
を
設
置
す
る
火
災

区
域
の
管
理
区
域
用
換
気
設
備
は
，
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
を
防
ぐ

目
的
で
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
て
排
気

・
管
理
区
域
用
換
気
設
備
の
停
止
時
は
，
風
量
調
整
ダ
ン
パ
を
閉
止
し
，
隔
離

・
放
水
し
た
消
火
水
の
溜
り
水
は
，
建
物
内
排
水
系
に
よ
り
液
体
放
射
性
廃
棄

物
処
理
設
備
に
回
収

・
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
使
用
済
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
，
濃
縮
廃
液
は
，
密
閉
さ

れ
た
金
属
製
の
槽
又
は
タ
ン
ク
で
保
管

・
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
及
び
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
に
お
い
て
，
冷
却
が

必
要
な
崩
壊
熱
が
発
生
し
，
火
災
事
象
に
至
る
よ
う
な
放
射
性
廃
棄
物
を
貯

蔵
し
な
い

 

(1
/6
)
よ
り

 

評
価

OK
 

・
蓄
電
池
室
の
換
気
設
備
は
，
水
素
ガ
ス
の
排
気
に
必
要
な
換
気
量
以
上
と

な
る
よ
う
設
計
し
，
蓄
電
池
室
内
の
水
素
濃
度
を

2v
ol
%
以
下
に
維
持

・
蓄
電
池
室
の
換
気
設
備
が
停
止
し
た
場
合
に
は
，
中
央
制
御
室
に
警
報
を

発
報

・
常
用
系
の
蓄
電
池
と
非
常
用
系
の
蓄
電
池
は
位
置
的
分
散
を
図
る
と
と
も

に
，
電
気
的
に
も
２
以
上
の
遮
断
器
に
よ
り
切
り
離
し

 

・
水
素
感
知
時
の
対
応
手
順

・
蓄
電
池
室
の
換
気
設
備
停
止
時
の
対
応
手
順

放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
及
び
放
射

性
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
に
お
い
て
，
冷
却

が
必
要
な
崩
壊
熱
が
発
生
し
，
火
災
事

象
に
至
る
よ
う
な
放
射
性
廃
棄
物
を

貯
蔵
し
な
い

 

○工
○工

○工

○工

○工

○保
○保

○工



第
８
条
 
火
災
に
よ
る
損
傷
の
防
止
（
６
／
６
）
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火
災
防
護
計
画

 

火
災
防
護
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る

た
め
の
火
災
防
護
計
画
を
策
定
す
る

 

各
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

の
防
護
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
火
災
防
護
対
策
及
び
計
画

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
、
機
器
、
組
織
体
制
を
定
め
る
。 

 

①
事
業
者
の
組
織
内
に
お
け
る
責
任
の
所
在
。

②
同
計
画
を
遂
行
す
る
各
責
任
者
に
委
任
さ
れ
た
権
限
。

③
同
計
画
を
遂
行
す
る
た
め
の
運
営
管
理
及
び
要
員
の
確
保
。

火
災
防
護
計
画
が
以
下
に
示
す
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
  

①
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

②
原
子
炉
を
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
す
る
機
能
の
確
保
を
目
的

と
し
た
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
感
知
及
び
消
火
、
火
災
に
よ

る
影
響
の
軽
減
の
各
対
策
の
概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

・
持
込
み
可
燃
物
管
理
，
火
気
作
業
管
理
等
の
火
災
の
発
生
防

止
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
定
め
る
。

・
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消
火
活
動
に
つ
い
て
定
め
る

・
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機

器
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
，
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消

火
並
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の

3
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に

基
づ
き
，
火
災
防
護
対
策
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
。

火
災
防
護
計
画
を
遂
行
す
る
た
め
の
体
制
，
責
任
の
所
在
，
責
任

者
の
権
限
，
体
制
の
運
営
管
理
，
必
要
な
要
員
の
確
保
及
び
教
育

訓
練
，
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系

統
及
び
機
器
，
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
，
火
災
防
護
設
備

の
保
守
点
検
及
び
火
災
情
報
の
共
有
等
，
火
災
防
護
を
適
切
に
実

施
す
る
た
め
の
対
策
並
び
に
火
災
発
生
時
の
対
応
等
，
火
災
防
護

対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
に
つ
い
て
定
め
る

 

安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
を
火
災
か
ら
防
護
す
る

 

た
め
、
以
下
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
い
て
火
災
区
域
及
び

火
災
区
画
を
考
慮
し
た
適
切
な
火
災
防
護
対
策
を
含
め
る
。
  

①
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
。

②
火
災
を
早
期
に
感
知
し
て
速
や
か
に
消
火
す
る
。

③
消
火
活
動
に
よ
り
、
速
や
か
に
鎮
火
し
な
い
事
態
に
お
い
て
も
、
原

子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、

当
該
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
を
防
護
す
る
。

・
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
対
策
を
実

施
す
る
た
め
，
火
災
防
護
計
画
を
策
定
す
る

・
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
機
器
等
に
つ
い
て

は
，
火
災
の
発
生
防
止
，
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消
火

並
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の

3
つ
の
深
層
防
護
の
概
念

に
基
づ
き
，
必
要
な
火
災
防
護
対
策
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
定
め
る
。

(1
/6
)
よ
り

 

火
災
防
護
計
画
の
策
定

 

火
災
防
護
対
策
並
び
に
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手

順
、
機
器
及
び
職
員
の
体
制
を
含
め
た
火
災
防
護
計
画
を
定
め
る
こ
と
。

 

○保
○保

○保

○保
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第
３
-１

表
 
運
用
，
手
順
に
係
る
対
策
等
（
設
計
基
準
）

 

設
置
許
可
基
準
対
象
条
文
 

対
象
項
目
 

区
分
 

運
用
対
策
等
 

第
８
条

 内
部
火
災
 

〇
水
素
感
知
時
の
対
応
手
順

 

〇
蓄
電
池
室
の
換
気
設
備
停
止
時
の
対
応
手
順

 

運
用
・
手
順
 

・
水
素
濃
度
検
出
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
蓄
電
池
室
の
換
気
設
備
停
止
時
の
対
応
手
順

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
訓
練

〇
火
災
区
域
，
火
災
区
画
毎
の
制
限
発
熱
量
を
超
過

し
な
い
よ
う
可
燃
物
の
管
理
を
実
施

 

〇
火
災
区
域
，
火
災
区
画
に
お
け
る
溶
接
等
の
作
業

に
お
い
て
火
気
作
業
の
計
画
策
定
，
消
火
器
等
の

配
備
，
監
視
人
の
配
置
等
を
実
施

 

運
用
・
手
順
 

・
持
込
可
燃
物
の
管
理
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
火
気
作
業
の
管
理
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

－
 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

〇
火
災
受
信
機
盤
の
巡
視
・
監
視

 

運
用
・
手
順
 

・
火
災
受
信
機
盤
の
巡
視
・
監
視
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
教
育

〇
故
障
警
報
発
報
時
の
対
応
手
順

 

運
用
・
手
順
 

・
故
障
警
報
発
信
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
訓
練
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設
置
許
可
基
準
対
象
条
文
 

対
象
項
目
 

区
分
 

運
用
対
策
等
 

第
８
条

 内
部
火
災
 

〇
火
災
感
知
器
等
作
動
時
の
対
応
手
順

 

運
用
・
手
順
 

・
火
災
感
知
器
作
動
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）
 

体
制
 

・
(運

転
員
の
当
直
体
制

) 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
教
育

 

〇
消
火
設
備
作
動
時
及
び
使
用
時
の
対
応
手
順

 

運
用
・
手
順
 

・
消
火
設
備
作
動
時
及
び
使
用
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整

備
含
む
）
 

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
訓
練

 

【
原
子
炉
格
納
容
器
内
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
】

 

〇
可
能
な
限
り
の
離
隔
に
よ
る
分
散
配
置

 

〇
低
温
停
止
中
及
び
起
動
中
の
火
災
感
知
器
設
置

 

〇
低
温
停
止

中
の
原

子
炉
格
納
容
器

の
各
入

口
へ

の
消
火
器
設
置

 

〇
火
気
作
業
実
施
時
の
消
火
器
の
配
備

 

〇
火
災
時
の
対
応
手
順

 

運
用
・
手
順
 

・
火
災
感
知
設
備
作
動
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）
 

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
消
火
器
及
び
消
火
栓
を
用
い
た
消

火
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

 

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作
の
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）
 

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

 

・
（
消
防
要
員
等
に
よ
る
体
制
）

 

・
（
自
衛
消
防
組
織
）

 

保
守
・
点
検
 

・
設
備
の
点
検

 

・
設
備
の
故
障
時
の
補
修

 

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

 

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
訓
練

 

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
総
合
的
な
訓
練

 

・
所
員
に
よ
る
消
防
訓
練
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設
置
許
可
基
準
対
象
条
文
 

対
象
項
目
 

区
分
 

運
用
対
策
等
 

第
８
条

 内
部
火
災
 

【
中
央
制
御

室
及
び

補
助
盤
室

内
の

火
災
の

影
響

軽
減
対
策
】
 

〇
離
隔
距
離
等
に
よ
る
分
離

 

〇
運
転
員
に

よ
る
二

酸
化
炭
素
消
火

器
を
用

い
た

消
火
を
実
施

 

〇
中
央
制
御

室
及
び

補
助
盤
室

内
火

災
時
の

原
子

炉
の
高
温
停
止
・
低
温
停
止
の
達
成
及
び
維
持

 

運
用
・
手
順
 

・
火
災
感
知
器
作
動
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
運
転
員
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
消
火
手

順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作
の
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

・
(運

転
員
の
当
直
体
制

)

・
（
消
防
要
員
等
に
よ
る
体
制
）

保
守
・
点
検
 

・
設
備
の
点
検

・
設
備
の
故
障
時
の
補
修

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
教
育

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
総
合
的
な
訓
練

〇
排
煙
装
置
の
起
動
手
順
（
中
央
制
御
室
）

 

運
用
・
手
順
 

・
排
煙
装
置
に
よ
る
排
煙
の
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

・
（
消
防
要
員
等
の
体
制
）

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
訓
練

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
総
合
的
な
訓
練
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設
置
許
可
基
準
対
象
条
文
 

対
象
項
目
 

区
分
 

運
用
対
策
等
 

第
８
条

 内
部
火
災
 

【
火
災
時
の
対
応
手
順
】

 

〇
火
災
感
知
設
備
作
動
時
の
対
応
手
順

 

〇
自
動
消
火
設
備
作
動
時
の
対
応
手
順

 

〇
消
防
要
員
等
に
よ
る
消
火
活
動

 

〇
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作

 

運
用
・
手
順
 

・
火
災
感
知
器
作
動
時
の
対
応
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
消
火
器
及
び
消
火
栓
を
用
い
た
消

火
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

・
原
子
炉
の
安
全
停
止
操
作
の
手
順
（
手
順
整
備
含
む
）

体
制
 

・
（
運
転
員
の
当
直
体
制
）

・
（
消
防
要
員
等
に
よ
る
体
制
）

・
（
自
衛
消
防
組
織
）

保
守
・
点
検
 

・
設
備
の
点
検

・
設
備
の
故
障
時
の
補
修

教
育
・
訓
練
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

・
運
転
員
に
よ
る
運
転
操
作
等
の
訓
練

・
消
防
要
員
等
に
よ
る
総
合
的
な
訓
練

・
所
員
に
よ
る
消
防
訓
練
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設
置
許
可
基
準
対
象
条
文
 

対
象
項
目
 

区
分
 

運
用
対
策
等
 

第
８
条

 内
部
火
災
 

●
火
災
防
護
計
画

 

○
火
災
防
護
対
策
及
び
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
手
順
，
機
器
，
組
織
体
制
に
つ
い
て
定
め
る

 

○
火
災
防
護
組
織
に
お
け
る
責
任
と
権
限
を
定
め
る

 

○
管
理
権
原
者
の
役
割
と
し
て

，
必
要
な
要
員
を
確
保

し
，
配
置
す
る
こ
と
を
定
め
る

 

運
用
・
手
順
 
・
対
象
項
目
の
と
お
り
（
手
順
整
備
含
む
）

 

体
制
 

－
 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 
・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

 

○
持
込
可
燃
物
管
理
，
火
気
作
業
管
理
等
の
火
災
の
発
生

防
止
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
定
め
る

 

○
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消
火
活
動
に
つ
い
て
定
め
る

 

○
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及

び
機
器
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
，
火
災
の
発
生
防

止
，
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
の
影
響

軽
減
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
い
て
，
火
災

防
護
対
策
を
定
め
る

 

運
用
・
手
順
 
・
対
象
項
目
の
と
お
り
（
手
順
整
備
含
む
）

 

体
制
 

－
 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 
・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

 

〇
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
計
画
で

あ
る
こ
と
を
定
め
る

 

○
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及

び
機
器
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
，
火
災
の
発
生
防

止
，
火
災
の
早
期
感
知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
の
影
響

軽
減
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
い
て
，
火
災

防
護
対
策
を
定
め
る

 

運
用
・
手
順
 
・
対
象
項
目
の
と
お
り
（
手
順
整
備
含
む
）

 

体
制
 

－
 

保
守
・
点
検
 

－
 

教
育
・
訓
練
 
・
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育

 

 



別添３ 

島根原子力発電所2号炉 

火災防護に係る等価時間算出プロセスについて 



８条-別添 3-1 

 

1. 概要 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準」（以下，「火

災防護審査基準」という。）では，発電用原子炉施設が火災によりその安全性が

損なわれないよう，必要な火災防護対策を要求しており，「原子力発電所の内部

火災影響評価ガイド」（以下，「内部火災影響評価ガイド」という。）では，こ

れらの要求に基づく火災防護対策により，発電用原子炉施設内で火災が発生して

も，原子炉の安全停止に係る安全機能が確保されることを確認するために実施す

る内部火災影響評価の手順の一例が示されている。 

本資料は，島根原子力発電所２号炉に対して「内部火災影響評価ガイド」を参

照して内部火災影響評価を行う際のインプット情報となる等価時間の算出プロ

セスについて，その概要をまとめたものである。 

 

2. 火災影響評価における要求事項 

内部火災影響評価は，「火災防護審査基準」の「2.3 火災の影響軽減 2.3.2」

に基づき実施することが要求されている。 

 

2.3.2 原子炉施設内のいかなる火災によっても、安全保護系及び原子炉停止系の

作動が要求される場合には、火災による影響を考慮しても、多重化された

それぞれの系統が同時に機能を失うことなく、原子炉を高温停止及び低温

停止できる設計であること。 

また、原子炉の高温停止及び低温停止が達成できることを、火災影響評

価により確認すること。 

（火災影響評価の具体的手法は「原子力発電所の内部火災影響評価ガイ

ド」による。） 

 

（参考） 

「高温停止及び低温停止できる」とは、想定される火災の原子炉への影響を考

慮して、高温停止状態及び低温停止状態の達成，維持に必要な系統及び機器

がその機能を果たすことができることをいう。 

 

また，いかなる火災によっても原子炉を高温停止及び低温停止できる設計であ

ることを確認する際，原子炉の安全確保の観点により，内部火災影響評価ガイド

において要求される以下の事項を考慮する。 
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４．火災時の原子炉の安全確保 

３．に想定する火災に対して， 

・原子炉の安全停止に必要な機能を有する系統が、その安全機能を失わないこと

（信頼性要求に基づき独立性が確保され、多重性又は多様性を有する系統が同

時にその機能を失わないこと）。 

内部火災により原子炉に外乱が及び、かつ、安全保護系、原子炉停止系の作

動を要求される場合には、その影響（火災）を考慮し、安全評価指針に基づき

安全解析を行う必要がある。 

内部火災影響評価ガイドでは，「火災影響評価は，『火災区域／火災区画の設

定』，『情報及びデータの収集、整理』，『スクリーニング』，『火災伝播評価』

というステップで実施する」ということが示されている。 

等価時間は，「情報及びデータの収集，整理」において設定した火災区域の耐

火壁の耐火能力を評価するための指標であり，火災区域内の可燃性物質の量と火

災区域の面積から算出される火災の継続時間に相当する。 

3. 等価時間の算出

等価時間の算出は以下の手順で行う（第１図参照）。

(1) 火災区域及び火災区画の設定

原子炉の高温停止及び低温停止を達成し,維持するために必要な構築物，

系統及び機器（具体的には，機器，配管，弁，ダクト，ケーブル，トレイ，

電線管，盤等）が設置される火災区域及び火災区画の設定にあたっては，原

子炉の高温停止及び低温停止を達成し,維持するために必要な構築物，系統

及び機器の設置箇所，建物の間取り，障壁，貫通部，扉の設置状況，機器や

ケーブル等の配置，耐火壁の能力，系統分離基準等を総合的に勘案し設定し

た。 

(2) 火災区域及び火災区画内の可燃物の選定

a. 可燃物量調査範囲について

可燃物量調査範囲は，火災影響評価の信頼性向上を図るため建物内の

全ての場所について網羅的に把握する観点から，下記のとおりとした。 

・原子炉建物全域

・タービン建物全域

・廃棄物処理建物全域

・制御室建物全域

b. 可燃物量調査対象について

可燃物量調査対象は，上記a.の範囲の全ての可燃物を対象とする。
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ただし，除外する可燃物については以下のとおりとする。 

(a) 表示板，パッキン，塗料及び計器内の可燃物，工具棚，本設機器付属

品（弁のキャップ），ページング，保安電話，拡声器，PHS アンテナ等

は，発火の可能性が極めて低いこと，可燃物量としては少量であり，油

等を加えた総熱量に対してその影響が小さいことから除外する。 

(b) 電線管内のケーブルは，酸素の供給が不十分で継続的な燃焼とならな

いので除外する。 

(c) 仮置き資機材については定期検査期間中の一時的な持ち込みである

こと，持込み可燃物管理にて管理すべきものであることから除外とする。

また，長期設置資機材（発電用資材として保管している潤滑油等は除く）

については，足場材や冶工具等の鋼材が主であることから(a)と同様な

理由から除外する。 

 

(3) 火災区域及び火災区画内の可燃物量調査 

火災区域及び火災区画の可燃物量調査については，図面等の設計図書によ

る図書調査，プラントウォークダウンによる現場調査を基本とする。 

ただし，火災影響評価に用いる可燃物については本設備の可燃物であり，

増減が生じる場合は改造工事に起因するものであることから，工事主管箇所

への聞き取り等による調査も考慮する。 

なお，火災区域及び火災区画の面積については，設計図書から算定した。 

 

a. 図書調査 

上記(2)で選定した可燃物のうち，ポンプや電動機等で使用される潤滑

油，グリース，ケーブルの物量については，設計図面等を用いて調査し

た。 

また，新規制基準対応への適合のための火災防護対策の検討に伴い，

火災区域及び火災区画の見直しが発生した場合には，都度，図面等と現

場を照合し，新しい火災区域及び火災区画における機器の配置等を確認

し，可燃物の増減を評価する。 

 

b. 現場調査 

上記(2)で選定した可燃物のうち，火災区域及び火災区画にケーブルト

レイ，電源盤，油内包機器について，現場ウォークダウンにより調査し

た。 

具体的には，各火災区域に設置されているケーブルトレイの布設状態

の確認，油内包機器の種類・数量，現場の各種電気盤の面数及び寸法の

確認を実施した。 
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(4) 可燃物の単位発熱量及び可燃物量調査結果に対する考慮

可燃物に係る単位発熱量については，最新の知見及び最も広く使用されて

いる実績のあるNFPA Fire Protection Handbook 最新版（20th Edition）を

原則として使用する。 

火災影響評価に用いる火災区画の総可燃物量の算出に際しては，図書調査，

現場調査における可燃物量の不確かさを考慮し，調査した総可燃物量に裕度

を持たせることとする。 

具体的には，調査結果を基に算出した総発熱量に安全率20%を加味する。 

(5) 等価時間の算出

等価時間の算出については，火災区域に存在する可燃物の総発熱量を算出

し，各火災区域の単位床面積あたりの発熱量である火災荷重を，下式により

算定する。（内部火災影響評価ガイドと同様） 

等価時間(h)＝火災荷重／燃焼率 

＝発熱量／火災区画の面積／燃焼率 

ここで， 

火災荷重＝発熱量／火災区画の面積 

燃焼率 ：単位時間単位面積当たりの発熱量（908,095kJ/m2/h） 

発熱量 ：火災区画内の総発熱量（kJ） 

＝可燃性物質の量×熱含有量 

可燃性物質の量：火災区画内の各種可燃性物質の量（m3 又はkg） 

火災区画の面積：火災区画の床面積（m2） 

燃焼率としてはNFPA(National Fire Protection Association)ハンドブック

のFire Protection Handbook Section/Chapter 18, “ Confinement of Fire in 

Buildings Association)”の標準火災曲線のうち最も厳しい燃焼クラスである

CLASS E の値である908,095kJ/m2/hr を用いる。 

(6) 火災区域特性表の作成

可燃物量の調査結果は，火災区域特性表として整理した。火災区域特性表

の代表例を添付資料１に示す。 

各火災区域の可燃物量の調査結果については，火災区域特性表Ⅱにまとめ

るとともに，火災影響評価のデータシートとして火災区域の部屋毎に設置機

器や可燃物量を整理したデータシートを作成した。 

改造工事等の設備更新を行う場合は、設計管理の中で可燃物量の増減の確

認し，その結果をデータシートに反映する。 
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(7) 今後の対応 

a. 「火災区域特性表」による火災荷重・等価時間の管理 

火災荷重・等価時間の管理については，「火災区域特性表」を用いて

内部火災影響評価の一環として実施する。等価時間の算出手順を含めた

内部火災影響評価の手順及び実施頻度については，火災防護計画で定め

る。 

また、改造工事等の設備更新を行う場合は、設計管理の中で可燃物量

の増減の確認，既存の内部火災影響評価結果に影響を与えないことを確

認することを火災防護計画で定める。 

 

b. 持込み可燃物管理 

持込み可燃物の管理は，火災発生防止及び火災発生時の規模の局限化，

影響軽減を目的として実施する。持込み可燃物の運用管理手順には，発

電所の通常運転に関する可燃物，保守や改造に使用するために持ち込ま

れる可燃物（一時的に持ち込まれる可燃物を含む）の管理を含む。 

具体的には，発電用原子炉施設内の各火災区域（部屋）の耐火障壁の

耐火能力，設置されている火災感知器，消火設備の情報から管理基準を

定め，火災区域（部屋）に持ち込まれ１日以上仮置きされる可燃物と火

災区域（部屋）の既存の可燃物の火災荷重の総和を評価し，その管理基

準を超過しないよう持込み可燃物を管理する。 
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第１図 等価時間の算出フロー 

等価時間算出 開始 

火災区域の設定 

原子炉の高温停止及び低温停止を達成し,維持するために必要な設備が設置されて

いる建物について、これら設備の設置状況を考慮し、「火災区域」を設定。 

火災区域及び火災区画内の可燃物の選定 

可燃物の選定にあたって，可燃物量の調査範囲，調査対象を設定する。ただし，一 

部除外する可燃物を設定する。 

火災区域及び火災区画内の可燃物量調査 

・図面等の設計図書による図書調査，プラントウォークダウンによる現場調査によ

り可燃物量調査を行う。 

・火災区域及び火災区画の面積は，設計図書から算定する。 

図書調査 

ポンプや電動機等で使用される潤滑

油，グリース，ケーブルの物量につい

ては，設計図面等を用いて調査する。 

現場調査 

ケーブルトレイ，電源盤，油内包機

器について，現場ウォークダウンによ

り調査する。 

可燃物の単位発熱量及び可燃物量調査結果に対する考慮 

・可燃物に係る単位発熱量については，最新の知見及び最も広く使用されている実

績のある NFPA Fire Protection Handbook 最新版（20th Edition）を原則として

使用する。 

・火災影響評価に用いる火災区画の総可燃物量の算出に際しては，図書調査，現場

調査における可燃物量の不確かさを考慮し，調査した総可燃物量に裕度を持たせ

る。 

等価時間の算出 

火災区域に存在する可燃物の総発熱量から，等価時間を算出する。 

火災区域特性表の作成（情報・データの収集・整理） 

・各火災区域内の可燃性物質の調査結果，算出した等価時間は，火災区域の特徴を

示す「火災区域特性表」（火災区域特性表Ⅱ，火災影響評価データシート）に整理

する。 

・改造工事等の設備更新を行う場合は、設計管理の中で可燃物量の増減の確認し，

その結果をデータシートへ反映する。 
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